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 この記録は、平成２８年７月１０日執行の第２４回参議院議員通常選挙の結果をまとめ

たものです。 

 今回の選挙は、平成２８年７月２５日に任期満了を迎える、平成２２年選出議員に係る

通常選挙で、６月２２日に公示され、７月１０日に執行されました。この選挙では、７０

年ぶりに選挙権年齢が引き下げられたことにより、１８歳及び１９歳の有権者が初めて投

票する国政選挙となったほか、共通投票所制度の創設、期日前投票所の投票時間の弾力化、

投票所に入ることができる子どもの範囲の拡大など投票環境の向上を目的とした制度改正

が行われました。また、定数配分が１０増１０減で見直され、それに伴い鳥取県と島根県、

徳島県と高知県が参議院選では初めての合区選挙区となりました。 

選挙の結果は、自民党、公明党の連立与党が、改選議席の過半数を大きく超え、憲法改

正に前向きな改憲勢力で、憲法改正案の発議に必要な参議院の３分の２を確保しました。 

また、全体の投票率は５４．７０％で、前回選挙の５２．６１％を２．０９ポイント上回

り、初の投票となった１８歳・１９歳の１０歳代の投票率は４６．７８％で、２０歳代前

半の３３．２１％より大幅に高い結果となりました。 

 本市では、事前に衆議院解散による同日選挙の報道が相次いだことから、その準備を進

めていましたが、４月に発生した熊本地震への早期対応が必要なことから同日選挙が見送

られました。しかし、投票日が「湘南ひらつか七夕まつり」の最終日と重なることから、

投開票所で選挙事務に従事する職員の確保や投票率への影響など気がかりな点の多い選挙

でした。投票率は選挙権年齢の引き下げにより新たに４，９６４人が有権者となり、前回

の５１．４１％を０．０８ポイント上回る５１．４９％となり、１０歳代では４７．６２％

で全国の投票率を若干上回りました。そうした中で、期日前投票の利用者は２２，９８４

人で、前回より、約３，５００人増えて、初めて投票総数の２０％を超えました。 

今回、投票環境の向上に向けた制度改正が行われましたが、今後も迅速かつ正確な選挙

の執行と投票率の向上を目指して引き続き選挙事務の改善に努めていきます。終わりに、

関係者皆様の選挙執行に対する御理解・御協力により、事故なく執行できましたことに心

から御礼申し上げます。 
 
 
                            平塚市選挙管理委員会 
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選挙
期日
前（後）

 月 日 曜日 主　　　　な　　　　内　　　　容 関係法令

188 1月4日 月 通常国会開会日

179 1月19日 火 市区町村選挙管理委員会選挙係長会議（波止場会館）

170 1月22日 金 部長会議にて説明

167 1月25日 月 候補者等の政治活動用ポスター掲示禁止期間始期（～7/10） 法143⑯⑲

88 4月13日 水 課長会議にて説明

83 4月18日 月 選挙投・開票システム操作説明会（波止場会館）

75 4月26日 火 後援団体の寄附禁止強化期間始期（～7/10） 法199の2、199の5

59 5月12日 木 市区町村選挙管理委員会選挙係長会議（県庁大会議場）

52 5月19日 木 在外投票（郵便等投票）用投票用紙等受領

51 5月20日 金 選挙投・開票速報システムデータ通信テスト

48 5月23日 月 選挙出前授業（県立高浜高等学校）

45 5月26日 木 部長会議にて説明

市区町村選挙管理委員会委員長・書記長会議（県庁大会議場）

直接請求署名収集禁止期間始期（～7/10） 自治令92

在外投票（郵便等投票）用投票用紙等交付開始
令65の11②
在外規則23①

平塚郵便局との打合せ

44 5月27日 金 公民館主事会議にて説明

40 5月31日 火 ポスター掲示場設置開始

39 6月1日 水 通常国会閉会日

臨時職員雇用開始（1名）

38 6月2日 木 選挙管理委員会〔6月定例会〕

選挙期日閣議決定

32 6月8日 水 選挙人名簿登録の移替え延期期間始期（～7/10） 令17ただし書き

31 6月9日 木 不在者投票封筒類受領

30 6月10日 金 1次物品（期日前・不在者投票関係用紙）受領

27 6月13日 月 第1回投・開票速報リハーサル

臨時職員雇用開始

平塚警察署へ警備依頼

26 6月14日 火 選挙出前授業（県立平塚工科高等学校）

25 6月15日 水 選挙管理委員会〔6月臨時会①〕

記者説明

23 6月17日 金 「広報ひらつか6月第3金曜日号」にて選挙の周知

20 6月20日 月 投票所入場整理券発送 令31①

19 6月21日 火 選挙管理委員会〔6月臨時会②〕

選挙時登録の基準日・登録日・同報告 法22②

不在者投票用紙等事前発送開始
令53①、59の4④
令65の13①

18 6月22日 水 【選挙期日の公示日】 法32②

公営施設使用個人演説会等開催申出受理開始 法163　令１１２①

開票立会人届出受理開始 法62①　令69

選挙事務所設置（異動）届受理開始 法130②

選挙人名簿の閲覧中止 法28の2、28の３

在外選挙人名簿の登録・閲覧中止 法30の6②、30の12

選挙時登録の縦覧に供する書面の縦覧（1日間） 法23①

在外選挙人名簿の縦覧に供する書面の縦覧（1日間） 法30の7①

期日前投票臨時職員説明会（市役所別館仮設事務室）

Ⅰ　事務日程

　１　事務日程表
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選挙
期日
前（後）

 月 日 曜日 主　　　　な　　　　内　　　　容 関係法令

Ⅰ　事務日程

　１　事務日程表

選挙管理委員会〔6月臨時会③〕

投票所氏名等掲示掲載順序のくじ施行 法175③

17 6月23日 木 期日前投票・不在者投票開始（市役所別館仮設事務室のみ）
法48の2、49、49の2②
令4章の3、5章

在外投票（郵便等投票・在外公館投票・国内における投票）開始
法49の2、令65の4、65
の12、65の13

併任職員辞令交付

16 6月24日 金 公営施設使用個人演説会開始 法163

13 6月27日 月 期日前投票状況報告（第1回）

12 6月28日 火 期日前投票事務説明会（市役所本館710会議室）

11 6月29日 水 投票事務説明会（教育会館）

10 6月30日 木 選挙出前授業（県立平塚中等教育学校）

当日投票システム操作説明会（市役所本館研修室）

9 7月1日 金 選挙公報受領

選挙公報補完場所送致 法170②

票せん類、点字候補者名簿受領

8 7月2日 土 選挙公報新聞折込み 法170②

選挙公報補完場所送致 法170②

街頭啓発（平塚駅周辺）

7 7月3日 日 期日前投票・不在者投票開始（金目・神田公民館）

6 7月4日 月 在外公館投票最終日 法49の2①

期日前投票状況報告（第2回）

5 7月5日 火 第2回投・開票速報リハーサル

開票事務説明会（教育会館）

投票日用投票用紙、政党等名掲示受領

4 7月6日 水 郵便等による不在者投票の投票用紙等交付請求期限 令59の4①

郵便等による在外投票用投票用紙等交付請求期限 令65の11①

3 7月7日 木 投票所へ投票器材の搬入（直送分含む）

開票立会人届出最終日 法62①

選挙管理委員会〔7月定例会〕

開票立会人くじ施行 法62

2 7月8日 金 選挙公報配布期限 法170①

投・開票速報送信テスト

1 7月9日 土 期日前投票・不在者投票最終日 法48の2、49、49の２②

投票事務物品の引渡し

投票所へ投票器材の搬入（直送分）

投・開票速報送信テスト

期日前投票状況報告（第3回）

0 7月10日 日 【選挙期日】

選挙人名簿抄本の送付 令28

在外選挙人名簿抄本の送付 令28、65の13

投票日用投票用紙の送付

≪投票≫（48投票区投票所）

期日前投票状況報告（最終）

不在者投票を指定投票区の投票管理者へ送致 令60②、61②

在外投票を指定在外選挙投票区の投票管理者へ送致
令65の7、65の12、65の
13
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選挙
期日
前（後）

 月 日 曜日 主　　　　な　　　　内　　　　容 関係法令

Ⅰ　事務日程

　１　事務日程表

期日前投票の投票箱等を開票管理者へ送致 法48の2⑤　令49の11

投票箱等を開票管理者へ送致 法55

≪開票≫（ひらつかアリーナ）

投・開票速報

(1) 7月11日 月 開票結果報告（県庁） 法66③　令74

投票所から投票器材の搬出（直送分）

ポスター掲示場撤去開始

在外選挙人名簿の登録再開 法30の6②

(2) 7月12日 火 投票所から投票器材の搬出

(3) 7月13日 水 ポスター掲示場撤去完了

(4) 7月14日 木 臨時職員雇用終了

(8) 7月18日 月 選挙人名簿及び在外選挙人名簿抄本の閲覧再開
法28の2、28の3、30の
12

(15) 7月25日 月 第1回選挙運動費用収支報告書提出期限 法189①一

(30) 8月9日 火 選挙訴訟提起期限（選挙区） 法204

(33) 8月12日 金 当選訴訟提起期限（選挙区） 法208

(36) 8月15日 月 供託物返還・没収開始（選挙区） 法93①一　令９３②
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届出
受理
番号

届出年月日
届出
の別

性別
新現
元別

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

平成28年

6月22日

東京都男

職　　業

政党役員

政党役員

美容室経営

政党職員

参議院議員

参議院議員

（満52歳）

公明党

自由民主党

幸福実現党

おおさか
維新の会

民進党

無所属

県本部
副代表

参議院神奈川
県選挙区第1
支部支部長

会社員

無職

日本のこころ
を大切にす
る党

無所属

11

参議院議員

看護師

7

神奈川県川崎市

男

森
もり

　　ひでお
男

（壹岐　愛子）

昭和46年12月10日

現
（金子　洋一）

社会民主党

生年月日
（満　　歳）

昭和55年3月23日

（満36歳）

住　　　　所

神奈川県横浜市

東京都調布市

男
（満41歳）

新
（丹羽　　大）

8
本人
届出

かねこ　洋一
よういち

男 山口県

昭和52年2月17日
神奈川県横浜市

民進党

支持政党なし

昭和19年1月8日

（満72歳）

昭和46年1月4日

（満45歳）

神奈川県横浜市

神奈川県相模原市

Ⅱ　立候補者の氏名等に関する調

　１　参議院神奈川県選出議員選挙　【改選定数４】

真山
まやま

　勇一
ゆういち

（三原　順子）

本人
届出

福島県 新

（片野　英司）

本　籍

4

新
昭和60年9月14日

（満30歳）

愛知県

党　　派
ふりがな

候補者の氏名

あさか　由香
ゆ か

（三浦　信祐）

三浦
み う ら

　のぶひろ

（　　　　　　）

片野
かたの

　えいじ

本人
届出

本人
届出

（　　　　　　）

昭和43年1月29日

（満48歳）

（中西　健治）

新

現

3
本人
届出

男 神奈川県

昭和37年6月28日

9

にわ　　大
だい

本人
届出

佐藤
さ と う

　政則
まさのり

新

女 東京都

女 神奈川県

本人
届出 （森　　英夫）

1

元

（浅賀　由香）
女 神奈川県 日本共産党

2
本人
届出

男 東京都

神奈川県川崎市5
本人
届出

三原
みはら

　じゅん子
こ

6
本人
届出

いき　愛子
あいこ

神奈川県

（満39歳）

神奈川県横浜市

神奈川県横浜市

昭和50年3月5日

神奈川県大和市

（満54歳）

（満44歳）

昭和39年9月13日

（満51歳）

新

神奈川県横須賀市 新

神奈川県横浜市
昭和39年1月4日

（　　　　　　）

昭和56年8月12日

（満34歳）

神奈川県

清水
しみず

　太一
たいち

新

現

12 男 神奈川県

本人
届出

中西
なかにし

　けんじ

10
本人
届出

男

4



Ⅱ　立候補者の氏名等に関する調

　（１）　名簿届出政党等の名称等

1
平成28年
6月22日

2
平成28年
6月22日

3
平成28年
6月22日

4
平成28年
6月22日

5
平成28年
6月22日

6
平成28年
6月22日

7
平成28年
6月22日

8
平成28年
6月22日

9
平成28年
6月22日

10
平成28年
6月22日

11
平成28年
6月22日

12
平成28年
6月22日 支持

しじ

政党
せいとう

なし 支持
しじ

なし 東京都大田区蒲田4丁目22番2号

幸
こう

　　福
ふく

東京都新宿区南元町17番地

新党
しんとう

改革
かいかく

改
かい

　　革
かく

　２　参議院比例代表選出議員選挙　【改選定数４８】

42

東京都千代田区永田町2-4-3
永田町ビル7階

東京都千代田区永田町1丁目11番23号

大阪府大阪市中央区島之内1-17-16
三栄長堀ビル

東京都港区赤坂2丁目10-8

東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁目26番7号

18

届出年月日

社会
しゃかい

民主党
みんしゅとう

国民
こくみん

怒
いか

りの声
こえ

怒
いか

　　り

ふりがな
代表者の氏名

名　　　簿
登載者数

ふりがな
略　　称

東京都港区新橋2-16-1
ニュー新橋ビル704-B

ふりがな
政党その他の政治団体の名

称

社
しゃ

　民
みん

　党
とう

志位
し い

　和夫
かずお

荒井
あらい

　広幸
ひろゆき

釈
しゃく

　　量子
りょうこ

安倍
あ べ

　晋三
しんぞう

山口
やまぐち

　那
な

津
つ

男
お

中山
なかやま

　恭子
きょうこ

9

7

10

17

届出
番号

22

日本
にっぽん

のこころを大切
たいせつ

にする党
とう

日
にっ

　　本
ぽん 東京都千代田区永田町一丁目11番28号

クリムゾン永田町ビル6F

おおさか維新
いしん

の会
かい

維
い

　　新
しん

吉田
よ し だ

　忠智
ただとも

民
みん

　　進
しん

東京都港区赤坂2-8-15
オリエントニュー赤坂202

本部の所在地

東京都千代田区永田町一丁目11番1号
三宅坂ビル

2

小林
こばやし

　　節
せつ

松井
まつい

　一郎
いちろう

小沢
おざわ

　一郎
いちろう

岡田
おかだ

　克也
かつや

佐野
さの

　秀光
ひでみつ

5

5

25

2

民
みん

　進
しん

　党
とう

日本
にほん

共産党
きょうさんとう

共
きょう

　産
さん

　党
とう

公
こう

　明
めい

　党
とう

自由
じ ゆ う

民主党
みんしゅとう

自
じ

　民
みん

　党
とう

公
こう

　　明
めい

幸福
こうふく

実現
じつげん

党
とう

東京都千代田区麹町4丁目5番6号
麹町森永ビル4階生活

せいかつ

の党
とう

と山本
やまもと

太郎
たろう

となかまたち
生活
せいかつ

の党
とう

と

山本
やまもと

太郎
たろう

5



性別
新現
元別

性別
新現
元別

性別
新現
元別

性別
新現
元別

男 現 女 現 男 新 男 新

男 新 男 新 男 新

男 新 女 元 男 新 男 新

女 新 女 新 男 新 女 新

男 新 女 新

男 現 男 新 男 新 女 新

男 新 男 元 男 新 男 新

男 新 男 新 男 新 男 新

男 新 男 新 男 元 男 新

男 新 男 新

男 現 男 現 男 現 男 新

男 現 男 現 男 新 男 新

男 新 男 新 男 新 男 新

男 新 男 新 男 新 男 新

男 新

男 現 女 現 男 現 男 新

女 新 女 新 女 新 男 新

男 新 男 新 男 新 男 新

女 新 男 新 男 新 男 新

男 新 男 新 男 新 女 新

男 新 男 新 男 新 女 新

男 新 男 新 男 新 男 新

男 新 女 新 女 新 男 新

女 新 男 新 男 新 女 新

女 新 男 新 男 新 男 新

女 新 男 新

女 新 女 新

男 新 男 新 男 新 男 新

男 現 男 新 男 新 女 新

男 現 男 元 男 新 女 現

男 新 女 新 男 新 女 現

男 新 男 現 男 新 男 現

男 新 男 現 男 新 女 現

男 新

松山
まつやま

　きょうこ

山田
やまだ

　かずお

藤本
ふじもと

　ゆり

共産党

松本
まつもと

　　隆
たかし

山下
やました

　かい

ふるた　みちよ

いわぶち　友
とも

石山
いしやま

　ひろゆき

唐沢
からさわ

　ちあき

坂口
さかぐち

　多美子
た み こ

にしざわ　博
ひろし

まえさと　保
たもつ

椎葉
しいば

　かずゆき

伊藤
い と う

　たつや

岡田
おかだ

　正和
まさかず

おくだ　智子
と も こ

和泉
いずみ

　信
のぶ

丈
たけ

遠藤
えんどう

　ひでかず

亀田
かめだ

　りょうすけ

小路
こ う じ

　貴之
き ゆ き

高橋
たかはし

　わたる

幸　福 七海
ななみ

　ひろこ

長沢
ながさわ

　ひろあき

公　明

谷
たに

あい　正明
まさあき

よしまた　洋
よう

松田
まつだ

　一志
かずし

宮内
みやうち

　げん

吉田
よ し だ

　恭子
きょうこ

釈
しゃく

　　量子
りょうこ

山田
やまだ

　　宏
ひろし

植本
うえもと

　かんじ

かみむら　泰
やす

稔
とし

小池
こいけ

　一徳
かずのり

高木
たかぎ

　みつひろ

いせだ　良子
りょうこ

たけだ　良介
りょうすけ

いわぶち　彩子
あやこ

かまい　敏行
としゆき

益田
ますだ

　牧子
ま き こ

みかじり　亮子
りょうこ

あだち　まさし 足立
あだち

　としゆき 今井
いまい

　絵理子
え り こ

うと　たかし 大江
おおえ

　やすひろ 小川
おがわ

　かつみ 片山
かたやま

　さつき

中西
なかにし

　さとし 竹内
たけうち

　いさお 青山
あおやま

　繁晴
しげはる

あぜもと　将吾
しょうご

春名
はるな

　なおあき

熊谷
くまがい

　　智
とも

矢野
や の

　よしあき 渡辺
わたなべ

　よしみ

高田
たかだ

　清久
きよひさ

千葉
ち ば

　宣男
のぶお

栗岡
くりおか

　哲平
てっぺい

浜田
はまだ

　まさよし 熊野
く ま の

　せいし

片山
かたやま

　とらのすけ あらと　英夫
ひでお

石井
いしい

　あきら いしい　みつこ

梅村
うめむら

　さとし

中谷
なかたに

　ひろゆき ヒグチ　俊一
としかず

三宅
みやけ

　　博
ひろし

坂本
さかもと

　道
みち

応
お

竹内
たけうち

　真二
し ん じ

宮崎
みやざき

　　勝
まさる

小林
こばやし

　　節
せつ

高橋
たかはし

　英明
ひであき

杉本
すぎもと

　志乃
し の

うさみ　孝二
こ う じ

よこやま　信一
しんいち

さかい　良和
よしかず

怒　り

立川
たちかわ

　みつあき 平野
ひらの

　道子
みちこ

ギブ　　剛
つよし

串田
く し だ

　誠一
せいいち

維　新 島
しま

　さとし 鈴木
すずき

　こうじ 鈴木
すずき

　のぞむ

橋本
はしもと

　べん 渡辺
わたなべ

　良弘
よしひろ

円
まどか

　より子
こ

吉田
よ し だ

　あき子
こ

あらき　大樹
だいじゅ

大西
おおにし

　サチエ

吉田
よ し だ

　ただとも 福島
ふくしま

　みずほ ますぐち　敏行
としゆき

田山
たやま

　英次
え いじ

かつら川
がわ

　悟
さとる

伊藤
い と う

　よしき しいの　隆
たかし

社民党

　２　参議院比例代表選出議員選挙　【改選定数４８】

Ⅱ　立候補者の氏名等に関する調

　（２）　名簿登載者の氏名等

政党その他
の政治団体
の略称

名　　　簿　　　登　　　載　　　者

氏
し

　　名
めい

氏
し

　　名
めい

氏
し

　　名
めい

氏
し

　　名
めい

市田
いちだ

　忠義
ただよし

田村
たむら

　智子
と も こ

大門
だいもん

　みきし

佐藤
さ と う

　こうへい

原口
はらぐち

　敏彦
としひこ

自民党 進藤
しんどう

　かねひこ

とくしげ　雅之
まさゆき

増山
ますやま

　としかず

伊藤
い と う

　ようすけ

高橋
たかはし

　秀明
ひであき

星
ほし

　英一郎
えいいちろう

あきの　公
こう

造
ぞう

佐藤
さ と う

　史成
ふみあき

竹内
たけうち

　秀伸
ひでのぶ

飯塚
いいつか

　栄治
え いじ

自見
じ み

　はなこ

藤井
ふじい

　もとゆき

水
みず

おち　敏
とし

栄
えい

そのだ　修
しゅうこう

光

藤木
ふ じ き

　しんや

宮島
みやじま

　よしふみ

たかがい　恵美子
え み こ

堀内
ほりうち

　恒夫
つねお

山谷
やまたに

　えり子
こ
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性別
新現
元別

性別
新現
元別

性別
新現
元別

性別
新現
元別

　２　参議院比例代表選出議員選挙　【改選定数４８】

Ⅱ　立候補者の氏名等に関する調

　（２）　名簿登載者の氏名等

政党その他
の政治団体
の略称

名　　　簿　　　登　　　載　　　者

氏
し

　　名
めい

氏
し

　　名
めい

氏
し

　　名
めい

氏
し

　　名
めい

男 現 男 元 男 新 女 新

男 新 男 新 男 新 女 新

男 現

男 新 男 新 男 新 男 新

男 新

女 元 女 新 男 新 女 元

男 新

男 現 男 現 男 現 女 元

男 現 男 新 男 元 男 現

男 現 男 現 男 現 男 元

男 現 男 現 女 現 男 現

男 新 男 新 男 現 男 現

男 新 女 新

男 新 女 新支持なし 佐野
さ の

　秀光
ひでみつ

本藤
ほんどう

　昭子
あ き こ

はまぐち　誠
まこと

藤川
ふじかわ

　しんいち ふじすえ　健三
けんぞう

前田
まえだ

　たけし

もりや　たかし 矢田
や た

　わか子
こ

しばた　巧
たくみ

たしろ　かおる 田中
たなか

　なおき とどろき　利治
としはる

なたにや　正義
まさよし

なんば　奨
しょう

二
じ

西村
にしむら

　まさみ 白
はく

　しんくん

有田
あ り た

　芳生
よ し ふ

石橋
いしばし

　みちひろ えさき　たかし 大河原
おおかわら

　まさこ

小野
お の

　次郎
じ ろ う

かまたに　一也
かずや

かわい　たかのり 小林
こばやし

　正夫
ま さお

民　進

福田
ふ く た

　こうぞう

山田
やまだ

　太郎
た ろ う

やすえ　くにお

あらい　広幸
ひろゆき

おおさか　佳
よし

巨
きよ

平山
ひらやま

　まこと

たなか　だいすけ

朝倉
あさくら

　秀雄
ひでお

伊藤
い と う

　じゅんこ

藤岡
ふじおか

　かよこ改　革

中山
なかやま

　なりあき

矢作
やはぎ

　直樹
なおき

西村
にしむら

　真悟
し んご

ボギーてどこん
日　本

生活の党
と山本太
郎

青木
あおき

　　愛
あい

北出
き たで

　みか すえつぐ　精一
せいいち

姫井
ひめい

　由美子
ゆ み こ

日吉
ひ よ し

　雄太
ゆ う た

7



（注）※印は在外選挙人を含みません。

　２　時刻別投票状況（当日） （注）この表は在外選挙人を含みません。

36.63 37.35

13.91 11.51 12.71

23.93 21.44 22.68

40.97 39.71 40.34

29.03 26.33 27.68

34.09 32.57 33.33

38.07

4.36 2.56 3.46

8.66 6.20 7.43

79,950

43,747 42,609 86,356

40,650 39,300

59,250

36,400 34,950 71,350

31,000 28,250

27,200

25,550 23,000 48,550

14,850 12,350

7,400

9,250 6,650 15,900

4,650 2,750

Ⅲ　投票結果に関する調

　１　投票者数及び投票率

国　内

在　外

男

11,494

52.18

女 計

107,297 214,069

106 212

107,403 214,281

43,747 42,609 86,356

11,490 22,984

有権者数

計

106,772

106

106,878

投票者数

52.22

513 439 952

24 4218

50.50

55,772 54,562 110,334

51.41

50.83 51.52

16.98 22.64 19.81

△ 0.15 0.30 0.08

当　日※

期日前※

不在者※

在　外

50.80 51.49

52.33

投票率　（%）

前回投票率　　　　　（%）

前回投票率との差　（%）

計

国　内

在　外

計

86,343

期日前※ 11,492 11,491 22,983

当　日※ 43,740 42,603

952

在　外 18 24 42

不在者※ 513 439

110,320

52.21 50.82 51.52

16.98 22.64 19.81

55,763 54,557

0.07

前回投票率　　　　　（%） 52.32 50.50 51.41

50.80 51.48

在　外

投票者数

計

△ 0.15

52.17

0.30

女 計男

　　　　　区分

 選挙名

選 挙 区

比例代表

前回投票率との差　（%）

計

投票率　（%）

国　内

16時00分

18時00分

9時00分

10時00分

11時00分

14時00分

16時00分

18時00分

19時30分

20時（確定）

19時30分

20時（確定）

選挙区

投票者数

投票率　（%）

区　　　　分

9時00分

10時00分

11時00分

14時00分

8



　３　投票区別投票者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計

選挙区 1,011 992 2,003 49.93 46.55 48.20

比例代表 1,011 992 2,003 49.93 46.55 48.20

選挙区 676 700 1,376 49.63 47.85 48.71

比例代表 676 700 1,376 49.63 47.85 48.71

選挙区 932 922 1,854 47.33 45.60 46.45

比例代表 932 922 1,854 47.33 45.60 46.45

選挙区 1,086 1,182 2,268 51.01 50.99 51.00

比例代表 1,086 1,182 2,268 51.01 50.99 51.00

選挙区 1,075 1,112 2,187 47.55 45.44 46.45

比例代表 1,074 1,112 2,186 47.50 45.44 46.43

選挙区 968 1,052 2,020 50.13 49.69 49.90

比例代表 968 1,052 2,020 50.13 49.69 49.90

選挙区 722 717 1,439 42.87 42.53 42.70

比例代表 722 717 1,439 42.87 42.53 42.70

選挙区 815 814 1,629 44.76 42.57 43.64

比例代表 815 814 1,629 44.76 42.57 43.64

選挙区 595 619 1,214 42.44 39.88 41.10

比例代表 595 619 1,214 42.44 39.88 41.10

選挙区 1,315 1,192 2,507 37.59 35.55 36.59

比例代表 1,315 1,192 2,507 37.59 35.55 36.59

選挙区 593 574 1,167 31.49 29.03 30.23

比例代表 593 574 1,167 31.49 29.03 30.23

選挙区 1,164 1,100 2,264 38.16 36.83 37.50

比例代表 1,164 1,099 2,263 38.16 36.79 37.49

選挙区 1,206 1,122 2,328 34.80 31.91 33.34

比例代表 1,206 1,122 2,328 34.80 31.91 33.34

選挙区 824 861 1,685 44.49 42.99 43.71

比例代表 823 861 1,684 44.44 42.99 43.68

選挙区 697 631 1,328 37.70 34.73 36.22

比例代表 697 631 1,328 37.70 34.73 36.22

選挙区 1,133 1,135 2,268 43.75 41.76 42.73

比例代表 1,133 1,135 2,268 43.75 41.76 42.73

選挙区 697 674 1,371 44.31 41.86 43.07

比例代表 697 674 1,371 44.31 41.86 43.07

選挙区 876 838 1,714 41.38 40.13 40.76

比例代表 876 838 1,714 41.38 40.13 40.76

選挙区 943 931 1,874 45.16 41.56 43.30

比例代表 943 931 1,874 45.16 41.56 43.30

選挙区 819 804 1,623 40.07 38.95 39.51

比例代表 819 804 1,623 40.07 38.95 39.51

選挙区 803 795 1,598 39.58 37.39 38.46

比例代表 801 795 1,596 39.48 37.39 38.41

選挙区 516 485 1,001 35.03 34.13 34.59

比例代表 516 485 1,001 35.03 34.13 34.59

選挙区 702 612 1,314 40.21 36.54 38.41

比例代表 702 612 1,314 40.21 36.54 38.41

選挙区 821 699 1,520 39.15 39.12 39.13

比例代表 821 699 1,520 39.15 39.12 39.13

選挙区 893 795 1,688 33.16 33.74 33.43

比例代表 893 795 1,688 33.16 33.74 33.43

選挙区 1,124 1,036 2,160 35.71 33.46 34.59

比例代表 1,124 1,036 2,160 35.71 33.46 34.59

1,362 1,463 2,825

選挙名

Ⅲ　投票結果に関する調

投
票
区

投票所名称
当日有権者数

1

投票者数 　　　投票率　(%)　

（注）※印は在外選挙人を含みません。

市立なでしこ公民館

4 なぎさふれあいセンター 2,129 2,318 4,447

2,025 2,131 4,156

2 県立平塚工科高等学校

6 ＪＡビルかながわ 1,931 2,117 4,048

3 市立なでしこ小学校 1,969 2,022 3,991

8 市立太洋中学校 1,821 1,912 3,733

5 市立花水公民館 2,261 2,447 4,708

10 市立松原小学校 3,498 3,353 6,851

7 港ベイサイドホール 1,684 1,686 3,370

12 市立中原中学校 3,050 2,987 6,037

9 市立港小学校 1,402 1,552 2,954

14 平塚栗原ホーム 1,852 2,003 3,855

11 平塚市役所※ 1,883 1,977 3,860

16 市立春日野中学校 2,590 2,718 5,308

13 市立崇善小学校 3,466 3,516 6,982

18 南原自治会館 2,117 2,088 4,205

15 市立富士見小学校 1,849 1,817 3,666

20 市立大原公民館 2,044 2,064 4,108

17 県立平塚看護専門学校 1,573 1,610 3,183

22 市立真土小学校 1,473 1,421 2,894

19 市立中原小学校 2,088 2,240 4,328

24 市立八幡小学校 2,097 1,787 3,884

21 市立大野中学校 2,029 2,126 4,155

26 市立神田公民館 3,148 3,096 6,244

23 市立八幡公民館 1,746 1,675 3,421

25 市立大野小学校 2,693 2,356 5,049
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　３　投票区別投票者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計
選挙名

Ⅲ　投票結果に関する調

投
票
区

投票所名称
当日有権者数 投票者数 　　　投票率　(%)　

（注）※印は在外選挙人を含みません。

選挙区 917 832 1,749 38.69 37.14 37.94

比例代表 917 832 1,749 38.69 37.14 37.94

選挙区 640 678 1,318 39.24 38.05 38.62

比例代表 640 677 1,317 39.24 37.99 38.59

選挙区 755 745 1,500 44.62 43.59 44.10

比例代表 755 745 1,500 44.62 43.59 44.10

選挙区 908 909 1,817 39.63 39.56 39.59

比例代表 908 909 1,817 39.63 39.56 39.59

選挙区 1,801 1,772 3,573 41.44 40.74 41.09

比例代表 1,801 1,772 3,573 41.44 40.74 41.09

選挙区 1,747 1,735 3,482 40.67 39.52 40.09

比例代表 1,747 1,735 3,482 40.67 39.52 40.09

選挙区 1,037 983 2,020 38.85 37.90 38.38

比例代表 1,037 983 2,020 38.85 37.90 38.38

選挙区 1,006 994 2,000 46.08 44.82 45.44

比例代表 1,004 994 1,998 45.99 44.82 45.40

選挙区 1,030 1,007 2,037 39.15 37.90 38.52

比例代表 1,030 1,007 2,037 39.15 37.90 38.52

選挙区 705 674 1,379 43.68 40.68 42.16

比例代表 705 674 1,379 43.68 40.68 42.16

選挙区 491 456 947 42.92 38.81 40.84

比例代表 491 456 947 42.92 38.81 40.84

選挙区 716 653 1,369 35.55 33.92 34.76

比例代表 716 653 1,369 35.55 33.92 34.76

選挙区 946 886 1,832 37.48 35.55 36.52

比例代表 946 886 1,832 37.48 35.55 36.52

選挙区 1,006 941 1,947 39.81 38.76 39.29

比例代表 1,005 940 1,945 39.77 38.71 39.25

選挙区 1,289 1,283 2,572 41.66 41.48 41.57

比例代表 1,289 1,283 2,572 41.66 41.48 41.57

選挙区 547 556 1,103 37.26 40.17 38.67

比例代表 548 556 1,104 37.33 40.17 38.71

選挙区 1,253 1,353 2,606 42.69 42.33 42.51

比例代表 1,253 1,353 2,606 42.69 42.33 42.51

選挙区 715 648 1,363 37.79 36.22 37.03

比例代表 715 647 1,362 37.79 36.17 37.00

選挙区 921 880 1,801 40.92 39.60 40.26

比例代表 921 880 1,801 40.92 39.60 40.26

選挙区 545 561 1,106 59.82 57.78 58.77

比例代表 545 561 1,106 59.82 57.78 58.77

選挙区 807 782 1,589 38.25 40.14 39.16

比例代表 807 782 1,589 38.25 40.14 39.16

選挙区 959 887 1,846 39.97 38.60 39.30

比例代表 958 885 1,843 39.93 38.51 39.24

選挙区 11,494 11,490 22,984

比例代表 11,492 11,491 22,983

選挙区 513 439 952

比例代表 513 439 952

選挙区 18 24 42 16.98 22.64 19.81

比例代表 18 24 42 16.98 22.64 19.81

選挙区 55,772 54,562 110,334 52.18 50.80 51.49

比例代表 55,763 54,557 110,320 52.17 50.80 51.48

28 県営横内団地集会所 1,631 1,782 3,413

30 市立豊田小学校 2,291 2,298 4,589

27 市立大神公民館 2,370 2,240 4,610

32 市立松延小学校 4,296 4,390 8,686

29 市立城島公民館 1,692 1,709 3,401

34 市立勝原小学校 2,183 2,218 4,401

31 市立金田公民館 4,346 4,349 8,695

36 市立吉沢小学校 1,614 1,657 3,271

33 市立山城中学校 2,669 2,594 5,263

38 市立金目公民館 2,014 1,925 3,939

35 市立旭小学校 2,631 2,657 5,288

40 市立みずほ小学校 2,527 2,428 4,955

37 市立土屋公民館 1,144 1,175 2,319

42 市立相模小学校 1,468 1,384 2,852

39 市立金旭中学校 2,524 2,492 5,016

43 市立旭南公民館 2,935 3,196 6,131

41 市立岡崎小学校 3,094 3,093 6,187

44 市立横内小学校 1,892 1,789 3,681

971 1,882

市立大野公民館 2,399 2,298 4,697

45 市立旭北公民館 2,251 2,222 4,473

46 ふじみ野自治会館 911

47 市立神明中学校 2,110 1,948 4,058

48

不在者投票※

期日前投票※

在 外 投 票 106 106 212

合　　　計 106,878 107,403 214,281
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Ⅲ　投票結果に関する調

　４　期日前投票所別投票者数 （注）この表は在外選挙人を含みません。

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

6月23日 木 209 179 388 209 179 388

6月24日 金 302 280 582 302 280 582

6月25日 土 508 391 899 508 391 899

6月26日 日 598 495 1,093 598 495 1,093

6月27日 月 373 348 721 373 348 721

6月28日 火 300 259 559 300 259 559

6月29日 水 322 370 692 322 370 692

6月30日 木 356 371 727 356 371 727

7月1日 金 401 390 791 401 390 791

7月2日 土 730 657 1,387 730 657 1,387

7月3日 日 1,583 1,463 3,046 975 845 1,820 261 255 516 347 363 710

7月4日 月 759 748 1,507 510 484 994 113 115 228 136 149 285

7月5日 火 853 962 1,815 571 651 1,222 141 152 293 141 159 300

7月6日 水 963 1,124 2,087 700 807 1,507 117 123 240 146 194 340

7月7日 木 952 1,034 1,986 664 696 1,360 147 180 327 141 158 299

7月8日 金 889 1,096 1,985 624 717 1,341 120 181 301 145 198 343

7月9日 土 1,396 1,323 2,719 851 769 1,620 272 264 536 273 290 563

11,494 11,490 22,984 8,994 8,709 17,703 1,171 1,270 2,441 1,329 1,511 2,840

11,492 11,491 22,983 8,992 8,710 17,702 1,171 1,270 2,441 1,329 1,511 2,840

　５　代理投票及び点字投票

（１）代理投票

選
 
 
 
挙
 
 
 
区

（２）点字投票

比例代表

選 挙 区

　　　　　　　　区分
選挙名

比例代表

計

曜
全　　体

92

　　　　　　　　区分
選挙名

比例代表

選 挙 区

期日前投票所に
おける点字投票

15

15

56

期日前投票所に
おける代理投票

月　日

合　計

26

当日投票所に
おける点字投票

11

85

59

0

0

11

151

26

141

合　計

神田公民館別館仮設事務室 金目公民館

当日投票所に
おける代理投票

選挙人の属する本市
の選管委員長に対し
てなした不在者投票
の代理投票
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本人 代理人

選 挙 区 62 259 673 994 249 745 994 0 994 952 42 994

比例代表 62 259 673 994 249 745 994 0 994 952 42 994

1　「直接」の「本人」には、使者によるもの（郵便等投票用紙の請求書を使者が届け出た場合を含む。）も算入する。

2　郵便等により請求したものについては、請求者が本人であるか代理人であるかを問わず、「郵便等」に算入する。

3　「直接」の「代理人」には、選挙人からの依頼により指定施設の長（船長、特定国外派遣組織の長を含む）又は

　　その代理人が直接に請求をしたものを算入する。

本人 代理人

選 挙 区 1 34 35 35 35 0 35 35 0 35

比例代表 1 34 35 35 35 0 35 35 0 35

投票用
紙等の
請求

交　付
投票
者数

投票用
紙等の
請求

交　付
投票
者数

投票送
信用紙
の請求

交　付
投票
者数

選 挙 区 0 7 7 7 0

比例代表 0 7 7 7 0

　　　　区分

選挙名

投票送
信用紙
の請求

交　付
投票
者数

選 挙 区 0

比例代表 0

　　　　区分

選挙名

投票用
紙等の
請求

交　付
投票
者数

選 挙 区 0 0 0

比例代表 0 0 0

　（４）南極地域調査組織に属する選挙人の不在者投票

郵送

　（５）特定国外派遣組織に属する選挙人の不在者投票

投票用紙の請求 交　　　付

直　接
郵便等

　　　　区分

選挙名

Ⅲ　投票結果に関する調

　（１）全体

投　　　票

投票
した者

投票し
なかった
者

船舶内における
不在者投票

合計

　６　不在者投票用紙の請求、交付及び投票

投　　　票

計
投票
した者

指定港における
不在者投票

郵便等

洋上投票

直　接

　（３）船員の不在者投票

投票用紙の請求

合計
交付を
拒絶し
たもの

合計 直接

交　　　付

直接

計

投票し
なかった
者

計
交付を
拒絶し
たもの

郵送

　　　　区分

選挙名

　（２）郵便等投票（法第４９条第２項該当）

　　　　区分

選挙名 計 計

12



第１号
該当者

第２号
該当者

第３号
該当者

第４号
該当者

第５号
該当者

職務に従事 用務で旅行 疾　病
交通至難
の島等

区域外居住

選 挙 区 10,033 12,114 745 92 22,984

比例代表 10,031 12,115 745 92 22,983

第１号
該当者

第２号
該当者

第３号
該当者

第４号
該当者

第５号
該当者

職務に従事 用務で旅行 疾　病
交通至難
の島等

区域外居住

選 挙 区 136 19 670 92 917

比例代表 136 19 670 92 917

第４項
該当者

第７項
該当者

第８項
該当者

郵便等投票 うち第３項
該当者

（代理記載）

選 挙 区 35 5 0 0 0 35 952

比例代表 35 5 0 0 0 35 952

小　計

法第４９条

計

期日前投票者数

不在者投票者数

不在者投票者数

第２項該当者

法第４８条の２第１項

小　計

Ⅲ　投票結果に関する調

　７　期日前投票者及び不在者投票者の事由

　（１）事由別期日前投票者数

　（２）事由別不在者投票者数

法第４８条の２第１項

計

国外投票 洋上投票 南極投票

　　　　　区分

選挙名

　　　　　区分

選挙名

　　　　　区分

選挙名
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選 挙 区 1 240 7 663 4 2 0 0

比例代表 1 240 7 663 4 2 0 0

選 挙 区 917 35 952

比例代表 917 35 952

投票者数
投票者総数
に占める割
合（％）

投票者数
投票者総数
に占める割
合（％）

選 挙 区 110,334 22,984 20.83 952 0.86

比例代表 110,320 22,983 20.83 952 0.86

開票管理者
において受
理と決定した
もの

開票管理者
において不
受理と決定し
たもの

計

選 挙 区 952 0 0 0 952

比例代表 952 0 0 0 952

不在者投票

刑事施設の
長、警察留
置場の留置
業務管理者
に対してなし
たもの

（郵便等
投票）②

①＋②
　　　　　区分

選挙名

上記内訳
の計　①

投票者
総　 数

期日前投票

少年院の長
又は婦人補
導院の長に
対してなした
もの

特定国外派
遣組織の長
に対してなし
たもの

Ⅲ　投票結果に関する調

選挙人の属
する市の選
管委員長に
対してなした
もの

選挙人が所
在・居住する
地の市区町
村の選管委
員長に対し
てなしたもの

船長に対し
てなしたもの

病院長、老
人ホームの
長、国立保
養所長、援
護施設又は
保護施設の
長に対してな
したもの

投票管理者において不受理
又は拒否と決定したもの

　８　不在者投票管理者別不在者投票数

　　　　　区分

選挙名

　　　　　区分

選挙名

投票管理者
において受
理と決定し、
かつ拒否の
決定をしな
かったもの

合計

１０　不在者投票の受理・不受理

　　　　　区分

選挙名

　９　期日前投票及び不在者投票をした者の割合

南極地域調
査組織の長
に対してなし
たもの
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うち選挙
当日の
投票

うち
期日前
投票

うち
不在者
投票

うち選挙
当日の
投票

うち
期日前
投票

うち
不在者
投票

選 挙 区 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4

比例代表 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4

うち選挙
当日の
投票

うち
期日前
投票

うち
不在者
投票

選 挙 区 38 0 4 0 4 0 42

比例代表 38 0 4 0 4 0 42

計

選 挙 区 0 42

比例代表 0 42

　　　　  区分

選挙名
在外公
館投票

0

0

計

計

投　　票　　者　　数

郵便等
投票

国内に
おける
投票

4

4

38

38

0

0

１１　在外選挙人の投票用紙の請求、交付及び投票

　　　　  区分

選挙名

投票用紙等の交付件数

Ⅲ　投票結果に関する調

郵便等
投票

投票用紙等の請求件数

郵便等
投票

国内に
おける
投票

国内に
おける
投票

計

合計

１２　在外投票の受理・不受理

投票管理者にお
いて受理と決定
し、かつ拒否の決
定をしなかったも

の

開票管理者にお
いて受理と決定し

たもの

開票管理者にお
いて不受理と決
定したもの

期日前投票及び
選挙当日の投票
所における投票

投票管理者において不受理
又は拒否と決定したもの　　　　  区分

選挙名
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男 女 計 男 女 計

第1回 昭和22年 4月20日 71.80 57.25 64.14 71.80 57.25 64.14 参議院議員選挙法制定

第2回 昭和25年 6月 4日 71.01 61.39 66.00 71.01 61.39 66.00 公職選挙法制定

第3回 昭和28年 4月24日 62.88 55.39 58.99 62.88 55.39 58.99

第4回 昭和31年 7月 8日 55.97 44.36 49.99 55.96 44.35 49.97

第5回 昭和34年 6月 2日 62.08 56.23 59.09 62.07 56.23 59.08

第6回 昭和37年 7月 1日 69.36 65.57 67.45 69.35 65.56 67.44

第7回 昭和40年 7月 4日 66.78 64.69 65.74 66.77 64.67 65.73

補選 昭和42年 2月12日 31.46 22.31 26.97

第8回 昭和43年 7月 7日 61.12 59.57 60.37 61.12 59.57 60.37

第9回 昭和46年 6月27日 53.94 54.18 54.06 53.93 54.18 54.05

第10回 昭和49年 7月 7日 68.19 68.16 68.18 68.19 68.15 68.17

第11回 昭和52年 7月10日 62.67 61.87 62.28 62.67 61.86 62.28

第12回 昭和55年 6月22日 73.17 73.74 73.45 73.15 73.70 73.42 衆参同日選挙

第13回 昭和58年 6月26日 55.03 54.86 54.95 55.03 54.86 54.95
昭和57年公職選挙法改正
（拘束名簿式比例代表制）

第14回 昭和61年 7月 6日 65.84 67.64 66.72 65.79 67.61 66.68 衆参同日選挙

補選 昭和62年11月 1日 19.20 17.59 18.41

第15回 平成元年 7月23日 58.56 58.90 58.72 58.55 58.90 58.72

第16回 平成 4年 7月26日 42.08 40.87 41.48 42.07 40.86 41.48

第17回 平成 7年 7月23日 38.77 38.28 38.53 38.77 38.28 38.53

第18回 平成10年 7月12日 54.55 55.12 54.83 54.53 55.11 54.82

第19回 平成13年 7月29日 52.58 54.42 53.49 52.56 54.40 53.47
平成12年公職選挙法改正
（非拘束名簿式比例代表
制）

第20回 平成16年 7月11日 52.42 51.91 52.17 52.41 51.91 52.17

補選 平成17年10月23日 29.35 27.77 28.57

第21回 平成19年 7月29日 54.37 53.41 53.89 54.37 53.41 53.89

補選 平成21年10月25日 25.79 22.26 24.03

第22回 平成22年 7月11日 53.12 51.58 52.35 53.12 51.58 52.36

第23回 平成25年 7月21日 52.33 50.50 51.41 52.32 50.50 51.41

第24回 平成28年7月10日 52.18 50.80 51.49 52.17 50.80 51.48

執行年月日

Ⅲ　投票結果に関する調

１３　投票率の推移

備　　　考

投票率　（%）

選挙区　（地方区） 比例代表（全国区）回　数
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得票数 得票率  (%) 得票総数 得票率  (%) 当落

12,912 11.99 487,729 11.89 落

13,194 12.25 582,127 14.19 当

522 0.48 25,714 0.63 落

20,117 18.68 629,582 15.35 当

23,168 21.51 1,004,877 24.50 当

586 0.54 21,611 0.53 落

4,658 4.32 218,853 5.33 落

11,743 10.90 448,954 10.94 落

2,054 1.91 76,424 1.86 落

1,191 1.11 50,256 1.23 落

16,932 15.72 524,070 12.77 当

630 0.58 32,113 0.78 落

107,707 100.00 4,102,310 100.00

平塚市開票区 神奈川県計

107,707 4,102,310

0 0

0 0

107,707 4,102,310

2,627 100,056

110,334 4,202,366

0 99

0 15

0 -5

110,334 4,202,475

2.38 2.38

森
もり

　ひでお

佐藤
さ と う

　政則
まさのり

5時25分

　無効投票率　(%) 　　　　　　　（オ／カ）

6 いき　愛子
あ い こ

　コ　投票者総数　　　　　　　　（カ＋キ＋ク＋ケ）

7

　エ　有効投票数　　　（ア＋イ＋ウ）

9

開票確定時刻 23時45分

4

5

あさか　由香
ゆ か

真山
まや ま

　勇一
ゆういち

片野
かたの

　えいじ

三浦
み う ら

　のぶひろ

三原
みはら

　じゅん子
こ

清水
しみず

　太一
たいち

2

3

Ⅳ　開票結果に関する調

　１　参議院神奈川県選出議員選挙

　（１）候補者別得票数

　ア　得票総数

　（２）開票結果内訳

候補者
　ふ　り　が　な

名

平塚市開票区

計

　カ　投票総数　　　　　　　（エ＋オ）

　オ　無効投票数

神奈川県計届出
番号

8

10

12

区　　　　　　　　　分

かねこ　洋一
よういち

1

11 中西
なかにし

　けんじ

　ケ　その他

にわ　大
だい

　ウ　いずれの候補者にも属しない票数

　イ　あん分の際切り捨てた票数

　ク　不受理と決定した票数

　キ　持帰りと思われる票数
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Ⅳ　開票結果に関する調

　１　参議院神奈川県選出議員選挙

得票数 得票率  (%) 得票総数 得票率  (%)

23,168 21.51 1,004,877 24.50

24,937 23.15 1,031,081 25.13

20,117 18.68 629,582 15.35

12,912 11.99 487,729 11.89

4,658 4.32 218,853 5.33

2,054 1.91 76,424 1.86

1,191 1.11 50,256 1.23

586 0.54 21,611 0.53

522 0.48 25,714 0.63

17,562 16.31 556,183 13.56

107,707 100.00 4,102,310 100.00

開票数 開票率  (%)

12,000 10.88

55,000 49.85

104,000 94.26

107,707 97.62

110,334 100.00 　確定

　（５）無効投票の内訳

票　数

0

210

2

0

7

0

22

1,478

339

196

373

2,627

　無効投票の内訳

所定の用紙を用いないもの

候補者でない者又は候補者となることができない者の氏名を記載したもの

２人以上の候補者の氏名を記載したもの

計

神奈川県計
党　　派　　名

自由民主党

23時00分

被選挙権のない候補者の氏名を記載したもの

候補者の氏名のほか、他事を記載したもの

候補者の氏名を自書しないもの

候補者の何人を記載したかを確認し難いもの

白紙投票

単に雑事を記載したもの

23時30分

民進党

公明党

日本共産党

おおさか維新の会

社会民主党

日本のこころを大切にする党

23時45分

単に記号、符号を記載したもの

単に政党名等を記載したもの

計

　（３）党派別得票数

平塚市開票区

無所属

　　　　　　　　　　　区　分
　　時　刻

22時00分

22時30分

　（４）時刻別開票速報状況（平塚市開票区）

幸福実現党

支持政党なし
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得票数
得票率
　　(%)

得票数
得票率
　　(%)

得票率
　　(%)

当選
者数

1 2,827.426 2.65 113,857.880 2.79 2.74 1

2 1,095.935 1.03 45,157.207 1.11 0.83 0

3 7,239.829 6.77 317,558.717 7.77 9.20 4

4 16,254.094 15.21 497,623.910 12.18 13.52 7

5 13,611.290 12.73 508,913.414 12.46 10.74 5

6 585.000 0.55 20,166.997 0.49 0.65 0

7 36,363.976 34.02 1,426,134.925 34.92 35.91 19

8 1,155.210 1.08 49,399.808 1.21 1.04 0

9 1,868.756 1.75 71,714.104 1.76 1.31 0

10 2,136.000 2.00 95,746.380 2.34 1.91 1

11 22,439.469 20.99 877,920.195 21.49 20.98 11

12 1,313.000 1.23 60,260.000 1.48 1.16 0

106,889.985 100.00 4,084,453.537 100.00 100.00 48

社会民主党

13

466,706.136

6,016,194.559

幸福実現党

おおさか維新の会

2時41分

56,007,352.842

日本共産党

民進党

4,201,883

4,201,724

151

5,153,584.348

7,572,960.308

11,751,015.174

神奈川県計

4,084,453.537

0.463

2

支持政党なし

区　　　　　　　　　分

　ア　得票総数

2.79

580,653.416

734,024.218

1,067,300.546

647,071.670

　無効投票率　(%) 　　　　　（オ／カ）

110,320

自由民主党

　イ　あん分の際切り捨てた票数

9時30分

　オ　無効投票数

　カ　投票総数　　　　　（エ＋オ）

　キ　持帰りと思われる票数

計

開票確定時刻

　（２）開票結果内訳

新党改革

　（１）　名簿届出政党等別得票数

名簿届出政党等
の名称

神奈川県計平塚市開票区 全　　国　　計

得票数

届
出
番
号

3.11

公明党

366,815.451

20,114,788.264

生活の党と山本太郎となかまたち

日本のこころを大切にする党

　コ　投票者総数

平塚市開票区

106,889.985

　ケ　その他 0 -5

　ウ　いずれの政党等・名簿登載者にも属しない票数

106,890

3,429

110,319

　エ　有効投票数　（ア＋イ＋ウ）

0

Ⅳ　開票結果に関する調

1

0　ク　不受理と決定した票数

国民怒りの声

1,536,238.752

4,084,456

117,268

0.015

　２　参議院比例代表選出議員選挙
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

　（３）　名簿登載者別得票数

平塚市 神奈川県 全　　国 当落の別

95.426 2,627.084 153,197.646 落

568.000 25,898.000 254,956.000 当

12.000 158.044 3,370.935 落

8.000 282.000 3,273.452 落

10.000 98.000 2,288.000 落

17.000 388.628 6,368.048 落

20.000 544.124 9,627.671 落

730.426 29,995.880 433,081.752

2,097.000 83,862.000 1,103,157.000

2,827.426 113,857.880 1,536,238.752

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

159.727 7,723.130 78,272.321 落

44.000 1,527.000 20,496.000 落

10.000 105.000 3,042.000 落

3.000 83.228 1,806.549 落

6.000 103.000 2,272.000 落

8.208 140.849 2,934.266 落

8.000 167.000 4,735.000 落

7.000 156.000 4,659.000 落

2.000 78.000 1,958.000 落

15.000 377.000 6,194.000 落

262.935 10,460.207 126,369.136

833.000 34,697.000 340,337.000

1,095.935 45,157.207 466,706.136

社会民主党

国民怒りの声

届出政党等の名称

円　より子

橋本　べん

渡辺　良弘

名簿登載者氏名

吉田　ただとも

福島　みずほ

ますぐち　敏行

田山　英次

かつら川　悟

伊藤　よしき

しいの　隆

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

小林　節

吉田　あき子

あらき　大樹

大西　サチエ

立川　みつあき

杉本　志乃

平野　道子

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

　（３）　名簿登載者別得票数

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

291.733 9,611.294 194,902.646 当

22.000 656.000 11,090.715 落

78.361 2,372.681 50,073.511 当

138.638 4,627.292 68,147.939 当

12.000 328.822 9,755.728 落

5.000 479.088 37,570.460 落

39.000 1,338.000 43,679.000 落

9.000 326.619 5,959.452 落

11.000 375.000 22,553.000 落

16.000 489.073 12,677.059 落

16.727 590.995 33,518.987 落

6.272 322.071 16,816.398 落

15.098 373.410 8,562.659 落

32.000 910.216 19,946.236 落

16.000 316.266 17,626.598 落

34.000 1,275.134 23,021.802 落

12.000 514.000 11,983.000 落

185.000 8,502.756 143,343.158 当

939.829 33,408.717 731,228.348

6,300.000 284,150.000 4,422,356.000

7,239.829 317,558.717 5,153,584.348

おおさか維新の会

片山　とらのすけ

あらと　英夫

石井　あきら

鈴木　こうじ

鈴木　のぞむ

名簿登載者氏名

いしい　みつこ

矢野　よしあき

渡辺　よしみ

届出政党等の名称

さかい　良和

島　さとし

うさみ　孝二

梅村　さとし

ギブ　剛

串田　誠一

名簿登載者の得票数

高橋　英明

中谷　ひろゆき

ヒグチ　俊一

三宅　博

届出政党等の得票数

合　　計
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

　（３）　名簿登載者別得票数

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

700.000 16,784.822 606,889.782 当

256.000 10,762.000 942,266.000 当

255.000 8,832.391 388,477.691 当

25.000 1,183.000 605,223.000 当

37.000 1,838.000 478,174.000 当

72.000 2,919.000 612,068.056 当

16.000 250.000 2,440.545 落

8.000 138.000 1,533.000 落

13.000 303.000 3,377.000 落

9.600 297.782 3,226.109 落

9.000 253.000 3,497.000 落

24.388 509.054 5,878.053 落

31.541 607.434 7,489.008 落

11.565 332.427 4,334.064 落

13.000 380.000 2,560.000 落

28.000 698.000 5,666.000 落

89.000 1,801.000 18,571.000 当

1,598.094 47,888.910 3,691,670.308

14,656.000 449,735.000 3,881,290.000

16,254.094 497,623.910 7,572,960.308

竹内　秀伸

千葉　宣男

星　英一郎

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

公明党

高橋　秀明

竹内　真二

飯塚　栄治

栗岡　哲平

坂本　道応

佐藤　史成

高田　清久

宮崎　勝

長沢　ひろあき

浜田　まさよし

よこやま　信一

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

熊野　せいし

谷あい　正明

あきの　公造

合　　計
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

　（３）　名簿登載者別得票数

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

191.000 5,581.000 77,348.000 当

104.000 3,016.802 49,113.832 当

40.000 886.000 33,078.000 当

9.000 201.000 21,478.000 落

41.000 1,000.000 23,261.444 落

35.192 851.379 31,099.119 当

39.000 981.197 23,680.154 落

131.000 6,328.000 13,228.000 落

8.000 310.000 23,938.968 当

19.000 486.081 7,136.077 落

1.000 61.000 972.000 落

11.000 224.972 4,476.034 落

23.807 655.598 7,757.211 落

2.000 39.000 744.000 落

2.000 65.000 1,492.000 落

14.000 309.000 7,036.000 落

3.000 77.035 1,932.247 落

1.000 46.000 1,303.000 落

6.000 97.000 2,254.031 落

5.000 118.000 3,528.000 落

2.000 61.000 2,497.269 落

18.000 505.000 7,070.000 落

1.000 24.095 499.662 落

4.000 181.000 2,957.000 落

6.400 321.210 4,377.757 落

3.000 100.000 3,147.000 落

7.512 98.511 2,257.881 落

6.000 168.021 3,661.795 落

3.000 120.000 2,184.000 落

6.000 277.000 3,921.000 落

20.000 566.000 7,921.000 落

0.000 45.000 4,032.000 落

0.000 95.000 1,786.000 落

5.000 91.000 1,931.000 落

藤本　ゆり

ふるた　みちよ

まえさと　保

益田　牧子

松田　一志

小池　一徳

小路　貴之

坂口　多美子

佐藤　こうへい

にしざわ　博

原口　敏彦

高木　みつひろ

高橋　わたる

唐沢　ちあき

熊谷　智

植本　かんじ

市田　忠義

田村　智子

日本共産党

いせだ　良子

いわぶち　友

おくだ　智子

椎葉　かずゆき

たけだ　良介

石山　ひろゆき

和泉　信丈

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

大門　みきし

春名　なおあき

岡田　正和

かまい　敏行

かみむら　泰稔

亀田　りょうすけ

遠藤　ひでかず

伊藤　たつや

いわぶち　彩子
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

　（３）　名簿登載者別得票数

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

11.000 205.021 2,784.690 落

9.000 185.000 2,376.359 落

4.000 94.000 1,299.065 落

4.000 74.000 1,189.000 落

8.000 160.000 4,579.000 落

3.014 188.453 3,579.877 落

14.365 411.039 7,088.087 落

45.000 776.000 11,139.000 落

866.290 26,080.414 417,134.559

12,745.000 482,833.000 5,599,060.000

13,611.290 508,913.414 6,016,194.559

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

65.000 1,920.328 28,579.839 落

94.000 2,172.669 31,717.612 落

159.000 4,092.997 60,297.451

426.000 16,074.000 306,518.000

585.000 20,166.997 366,815.451

松山　きょうこ

みかじり　亮子

よしまた　洋

宮内　げん

山下　かい

山田　かずお

吉田　恭子

松本　隆

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

幸福実現党

日本共産党

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

釈　量子

七海　ひろこ

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

　（３）　名簿登載者別得票数

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

1,651.000 44,716.830 392,433.085 当

71.891 2,431.095 87,578.879 落

968.000 39,502.000 481,890.000 当

45.000 1,307.000 37,731.000 落

245.663 8,405.843 139,046.148 当

124.336 5,427.047 293,799.343 当

56.000 2,082.156 29,865.036 落

572.000 20,557.179 319,359.569 当

138.000 6,900.070 137,993.904 当

33.000 1,055.000 53,731.000 落

147.000 4,474.119 130,101.514 当

886.266 30,186.663 393,382.272 当

52.000 1,712.000 182,467.000 当

147.000 6,190.000 210,562.000 当

10.000 713.000 101,154.000 当

61.000 2,626.000 177,810.000 当

424.000 15,746.000 521,060.000 当

165.000 7,225.000 142,132.000 当

241.000 2,517.000 236,119.000 当

161.000 5,885.000 84,597.000 落

23.000 1,933.733 85,355.300 落

74.000 3,286.000 114,485.000 当

134.000 6,805.000 122,833.000 当

521.000 16,086.695 249,844.289 当

175.820 7,182.495 149,833.925 当

7,126.976 244,952.925 4,875,164.264

29,237.000 1,181,182.000 15,239,624.000

36,363.976 1,426,134.925 20,114,788.264

自由民主党届出政党等の名称

名簿登載者氏名

中西　さとし

竹内　いさお

青山　繁晴

あぜもと　将吾

あだち　まさし

足立　としゆき

伊藤　ようすけ

今井　絵理子

うと　たかし

大江　やすひろ

小川　かつみ

片山　さつき

進藤　かねひこ

自見　はなこ

そのだ　修光

たかがい　恵美子

とくしげ　雅之

藤井　もとゆき

藤木　しんや

堀内　恒夫

増山　としかず

水おち　敏栄

宮島　よしふみ

山谷　えり子

山田　宏

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

　（３）　名簿登載者別得票数

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

73.000 2,436.702 63,757.510 落

9.000 239.017 5,944.641 落

4.000 65.104 962.446 落

8.000 293.224 3,389.339 落

1.000 166.000 3,635.000 落

4.045 107.913 3,049.338 落

4.000 70.000 2,405.187 落

3.000 85.000 2,065.000 落

678.165 29,368.848 291,188.955 落

784.210 32,831.808 376,397.416

371.000 16,568.000 204,256.000

1,155.210 49,399.808 580,653.416

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

238.000 7,637.000 77,884.000 落

66.756 2,719.104 42,296.573 落

100.000 2,622.000 35,235.000 落

41.000 1,175.000 12,948.000 落

37.000 1,092.000 10,363.645 落

482.756 15,245.104 178,727.218

1,386.000 56,469.000 555,297.000

1,868.756 71,714.104 734,024.218

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

238.000 8,298.000 109,050.000 当

21.000 704.000 11,349.000 落

12.000 525.380 11,878.546 落

39.000 1,246.000 16,116.000 落

35.000 956.000 9,862.000 落

345.000 11,729.380 158,255.546

1,791.000 84,017.000 909,045.000

2,136.000 95,746.380 1,067,300.546

新党改革届出政党等の名称

名簿登載者氏名

あらい　広幸

平山　まこと

朝倉　秀雄

伊藤　じゅんこ

おおさか　佳巨

たなか　だいすけ

福田　こうぞう

藤岡　かよこ

山田　太郎

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

日本のこころを大切にする党

中山　なりあき

西村　真悟

ボギー　てどこん

やすえ　くにお

矢作　直樹

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

青木　愛

生活の党と山本太郎となかまたち

北出　みか

すえつぐ　精一

姫井　由美子

日吉　雄太

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計
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Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

　（３）　名簿登載者別得票数

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

755.000 22,951.000 205,884.000 当

245.000 9,466.000 171,486.000 当

208.000 7,588.626 184,187.226 当

410.000 9,258.000 71,398.000 落

92.000 3,825.000 46,213.000 落

18.000 743.000 26,717.000 落

335.000 10,552.000 196,023.000 当

279.272 9,573.726 270,285.341 当

25.000 3,025.000 73,166.000 落

331.000 7,954.000 113,571.000 落

84.954 3,774.063 86,596.258 落

55.000 5,043.000 108,522.000 落

616.000 14,818.607 176,683.167 当

154.000 6,459.000 191,823.000 当

85.243 2,548.864 38,899.955 落

74.000 4,423.000 138,813.000 当

1,621.000 24,361.981 266,623.257 当

242.000 5,929.177 113,045.051 落

395.000 12,698.000 143,188.000 当

28.000 1,104.000 59,853.000 落

128.000 5,776.151 102,208.919 落

370.000 19,628.000 215,823.000 当

6,551.469 191,500.195 3,001,009.174

15,888.000 686,420.000 8,750,006.000

22,439.469 877,920.195 11,751,015.174

平塚市 神奈川県 全　　国 当落

95.000 2,772.000 31,334.000 落

64.000 1,674.000 18,035.670 落

159.000 4,446.000 49,369.670

1,154.000 55,814.000 597,702.000

1,313.000 60,260.000 647,071.670

支持政党なし

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

有田　芳生

石橋　みちひろ

えさき　たかし

民進党

大河原　まさこ

小野　次郎

かまたに　一也

かわい　たかのり

小林　正夫

しばた　巧

たしろ　かおる

田中　なおき

とどろき　利治

なたにや　正義

なんば　奨二

西村　まさみ

白　しんくん

はまぐち　誠

藤川　しんいち

ふじすえ　健三

前田　たけし

もりや　たかし

矢田　わか子

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

本藤　昭子

名簿登載者の得票数

届出政党等の得票数

合　　計

合　　計

届出政党等の名称

名簿登載者氏名

佐野　秀光
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　（４）無効投票の内訳

票数

0

628

0

0

4

3

0

17

0

251

1,834

431

261

3,429

Ⅳ　開票結果に関する調

　２　参議院比例代表選出議員選挙

所定の用紙を用いないもの

参議院名簿登載者でない者、公職の候補者となることができない参議院名簿登載者の氏名
を記載したもの又は参議院名簿届出政党等以外の政党その他の政治団体の名称若しくは略
称を記載したもの

単に雑事を記載したもの

単に記号、符号を記載したもの

１人の参議院名簿登載者の氏名及び当該参議院名簿登載者に係る参議院名簿届出政党等
以外の参議院名簿届出政党等の名称又は略称を記載したもの

被選挙権のない参議院名簿登載者の氏名を記載したもの

参議院名簿登載者の氏名又は参議院名簿届出政党等の名称若しくは略称を自書しないもの

参議院名簿登載者の何人又は参議院名簿届出政党等のいずれを記載したかを確認し難い
もの

白紙投票

無効投票の内訳

計

参議院名簿の届出要件に該当していなかった政党その他の政治団体、参議院名簿の取下
げの届出をした政党その他の政治団体又は参議院名簿を重ねて届け出ている政党その他の
政治団体に係る参議院名簿登載者の氏名又はその名称若しくは略称を記載したもの

参議院名簿登載者の全員につき、抹消の事由が生じており又は除名、離党その他の事由に
より当該参議院名簿届出政党等に所属する者でなくなった旨の届出がされている場合の当
該参議院名簿に係る政党その他の政治団体の名称又は略称を記載したもの

２以上の参議院名簿登載者の氏名又は２以上の参議院名簿届出政党等の名称若しくは略称
を記載したもの

参議院名簿登載者の氏名又は参議院名簿届出政党等の名称及び略称のほか、他事を記載
したもの
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面積

　　区分

34 3 0 11 0 48

238 24 0 88 0 350

公園 道路 学校 その他 企業等 寺社 その他

123 21 69 67 32 13 25 350

同条第1項第2号 同条第1項第3号

学校 公民館 公会堂 選管指定施設

87 26 1 9 123

個人演説会 0 1 0 0 1

（うち公費負担） (0) (1) (0) (0) (1)

個人演説会 0 0 0 0 0

（うち公費負担） (0) (0) (0) (0) (0)

　３　選挙公報

　（１）配布状況

折込み日
（曜日）

折込み新聞紙
（50音順）

折込み
部数

市役所・
分庁舎

公民館 その他 農協・漁協 その他

4 26 12 9 1 52

新聞折込み

7月2日
（土）

朝日、神奈川、産
経、東京、日本経
済、毎日、読売

市　　施　　設

　（２）補完場所の内訳

選挙区

比例代表

使用度数

比例代表：ブランケット　8頁

直接郵送
部数

寮等配布
部数

補完場所
補完部数

公報の規格及び頁数

８ｋ㎡以上 ４ｋ㎡未満 ４ｋ㎡以上

計

その他

施　　　設　　　数

　２　公営施設使用の個人演説会等

区　　　　　　　分
法第161条第1項第1号

計

84,200 243 640

４ｋ㎡以上
８ｋ㎡未満

計

計

１千人以上５千人未満 ５千人以上１万人未満

公共用地 民有地

2,550
選挙区：ブランケット　４頁

Ⅴ　選挙公営に関する調

　１　ポスター掲示場

　（１）登録者及び面積別設置数

　（２）設置箇所の内訳

選挙人名簿登録者数

投　票　所　数

掲示場設置数

４ｋ㎡未満
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投票区 建物の名称 所在地 投票区域

1 平塚市立なでしこ公民館　図書室 撫子原12番54号 花水台、撫子原、唐ケ原

2 県立平塚工科高等学校　体育館 黒部丘12番7号 黒部丘

3 平塚市立なでしこ小学校　体育館 花水台42番1号 菫平、虹ケ浜

4 なぎさふれあいセンター　体育館 袖ケ浜20番1号 龍城ケ丘、袖ケ浜

5 平塚市立花水公民館　会議室 桃浜町34番34号 桃浜町、松風町

6 ＪＡビルかながわ　２階ミーティングスペース 八重咲町3番3号 八重咲町、代官町

7 湘南バンク港ベイサイドホール　玄関ホール 夕陽ケ丘66番1号 夕陽ケ丘、久領堤

8 平塚市立太洋中学校　３号館１階被服室 高浜台7番1号 高浜台、千石河岸

9 平塚市立港小学校　体育館 夕陽ケ丘22番1号 幸町、札場町

10 平塚市立松原小学校　体育館１階理科室 天沼7番10号
天沼、堤町、長瀞、中堂、馬入、老松
町、八千代町　榎木町、馬入本町、須
賀

11 平塚市役所　別館仮設事務室 浅間町12番1号 宮松町、浅間町、宮の前、宝町

12 平塚市立中原中学校　被服室 御殿4丁目5番1号
中原3丁目、御殿3丁目～4丁目、中原
下宿

13 平塚市立崇善小学校　体育館 浅間町4番3号 錦町、見附町、紅谷町、明石町

14 平塚栗原ホーム　玄関ホール 立野町31番20号 豊原町、立野町、追分

15 平塚市立富士見小学校　体育館 中里10番1号 平塚1丁目～4丁目

16 平塚市立春日野中学校　体育館 中里33番1号 中里、上平塚、桜ケ丘、平塚5丁目

17 県立平塚看護専門学校　新館玄関ホール 諏訪町20番12号 達上ケ丘、諏訪町、富士見町

18 南原自治会館　集会室 南原2丁目16番12号 南原1丁目～4丁目

19 平塚市立中原小学校　体育館１階理科室 御殿2丁目8番9号
御殿1丁目～2丁目、中原2丁目16番～
26番

20 平塚市立大原公民館　Ａ・Ｂ会議室 大原1番15号
新町、大原、中原1丁目、中原2丁目1
番～15番

21 平塚市立大野中学校　体育館 東中原1丁目12番1号 東中原1丁目～2丁目

22 平塚市立真土小学校　体育館１階図工室 西真土4丁目3番1号 西真土1丁目～4丁目

23 平塚市立八幡公民館　会議室 西八幡1丁目10番22号 西八幡1丁目～4丁目

24 平塚市立八幡小学校　体育館特別教室 東八幡3丁目8番1号 東八幡1丁目～5丁目

25 平塚市立大野小学校　体育館 東真土2丁目1番1号
四之宮3丁目～6丁目、東真土2丁目1
番～４番

26 平塚市立神田公民館　集会室 田村3丁目12番5号
田村1丁目～3丁目・5丁目・7丁目、四
之宮7丁目

27 平塚市立大神公民館　大ホール 大神2391番地の1 大神、吉際

28 県営横内団地集会所　ホール室 横内3130番地
横内3057番地・3068番地・3130番地・
3227番地～3236番地・3773番地以降

　（１）投票所及び投票区域

　１　投票所及び開票所

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調
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投票区 建物の名称 所在地 投票区域

　（１）投票所及び投票区域

　１　投票所及び開票所

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

29 平塚市立城島公民館　集会室 小鍋島271番地の1 城所、下島、大島、小鍋島

30 平塚市立豊田小学校　体育館 豊田宮下552番地
北豊田、豊田打間木、豊田小嶺、豊田
平等寺、豊田本郷、豊田宮下、東豊
田、南豊田

31 平塚市立金田公民館　体育館 入野108番地の1 入野、寺田縄、長持、飯島、入部

32 平塚市立松延小学校　体育館 纒226番地 徳延、纒

33 平塚市立山城中学校　体育館 高村166番地 高根、万田

34 平塚市立勝原小学校　体育館１階第２音楽室 高村45番地 出縄、高村

35 平塚市立旭小学校　体育館１階図工室 河内307番地 公所、日向岡1丁目～2丁目

36 平塚市立吉沢小学校　体育館 上吉沢465番地
上吉沢、下吉沢、めぐみが丘1丁目～2
丁目

37 平塚市立土屋公民館　集会室 土屋1864番地の1 土屋

38 平塚市立金目公民館　図書室 南金目966番地
南金目、千須谷、片岡1033番地～
1061番地

39 平塚市立金旭中学校　２棟１階第２音楽室 広川12番地
片岡（1033番地～1061番地を除く）、広
川

40 平塚市立みずほ小学校　体育館 北金目2丁目39番1号
北金目、北金目1丁目～4丁目、真田、
真田1丁目～3丁目

41 平塚市立岡崎小学校　体育館 岡崎3430番地 岡崎

42 平塚市立相模小学校　体育館 田村6丁目9番1号 田村4丁目・6丁目・8丁目・9丁目

43 平塚市立旭南公民館　大ホール 山下1096番地の1 山下

44 平塚市立横内小学校　体育館1階図工室 横内2687番地
横内401番地～3772番地（3057番地・
3068番地・3130番地・3227番地～3236
番地を除く）

45 平塚市立旭北公民館　会議室 河内440番地 河内、根坂間

46 ふじみ野自治会館　２階集会室 ふじみ野1丁目23番11号 ふじみ野1丁目～2丁目

47 平塚市立神明中学校　被服室 四之宮1丁目10番1号 四之宮1丁目～2丁目

48 平塚市立大野公民館　ホール 東真土2丁目12番1号
東真土1丁目～4丁目（東真土2丁目1
番～4番を除く）
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不在者投票
場所併設

有

有

有

市役所 学校 公会堂 公民館
体育館
（学校以外
のもの）

集会施設 その他 計

投票所 1 27 0 13 1 4 2 48 3

期日前
投票所

1 0 0 2 0 0 0 3 0

開票所 0 0 0 0 1 0 0 1 1

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　１　投票所及び開票所

　（２）期日前投票所

平塚市役所
別館仮設事務室

建物の名称

平塚市南金目966番
地

投票時間

　8時30分
　　　　～　20時00分

　（３）開票所

開票所の名称

所在地

平塚市中堂246番地
の1

設置期間

平塚市浅間町12番1
号

　9時00分
　　　　～　18時00分

平塚市田村3丁目12
番5号

開閉時刻

　21時00分　開始
　　2時41分　閉鎖（比例代表）

　平成28年7月3日
　　　　　～　平成28年7月9日

ひらつかアリーナ
（ひらつか サン・ライフアリーナ）

　平成28年6月23日
　　　　　～　平成28年7月9日

平塚市立金目公民館
図書室

借上げ料
を要した
施設数

即日開票

所在地

　9時00分
　　　　～　18時00分

　平成28年7月3日
　　　　　～　平成28年7月9日

平塚市立神田公民館
会議室

　（４）投・開票所に使用した施設の内訳

区　分

施　　　　　設　　　　　数

備　　　考
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Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

投
票
区

投票管理者
投票管理者
職務代理者

投
票
区

投票管理者
投票管理者
職務代理者

1 熊川　泰成 横尾　　昭 31 諸星　一政 勝山　俊樹

2 岩﨑　浩臣 小峰　直子 32 間宮　芳夫 小田桐　聖

3 原　　　正 坂田　　剛 33 重田　昌巳 相澤　史幸

4 浦田　稔雄 柏木　尚夫 34 新倉　好人 須藤　大助

5 平井　　悟 曽我　生郎 35 高橋　勇二 野上　正志

6 田丸　勝巳 山口　洋一 36 小泉　　宏 若林　正興

7 阿部　洋千 柳川　喜男 37 石井　利昌 井上　光一

8 武井　　敬 岩田　浩二 38 二見　博幸 栁泉　玲子

9 下田　　宏 小林　裕治 39 鈴木　千代治 渋谷　直樹

10 内田　　徹 藤田　忠義 40 森　　建巳 関野　良真

11 河野　滋之 白井　純人 41 杉山　　茂 八田　　貴

12 荒　　正夫 井澤　映子 42 杉森　　宏 杉山　秀司

13 石塚　誠一郎 森　　好宏 43 久保田　寛 吉澤　達夫

14 高橋　孝祥 山﨑　規彰 44 西ヶ谷　秀樹 堂道　　誠

15 三田　浩史 鈴木　雄二郎 45 瀬戸　雅史 加藤　英樹

16 中戸川　泰彦 小長井　大作 46 市川　　豊 久保　利秋

17 古矢　　守 小澤　雄一 47 舛水　稔巳 脇田　篤史

18 土屋　真人 高橋　哲也 48 曽我　一章 伊礼　和美

19 遠藤　正人 尾﨑　弘幸

20 金子　博文 磯部　達男

21 高倉　謙一 河合　　薫

22 伊東　俊夫 石川　　泉

23 津田　勝稔 馬鳥　啓一

24 小泉　一郎 相原　一哉

25 石川　眞人 池田　良成

26 岡田　　博 髙梨　里志

27 舛田　裕之 相原　輝雄

28 武井　　隆 生沼　邦保

29 磯村　正之 門倉　恵子

30 山田　　透 鎌田　安之

　２　投票管理者及び開票管理者等

　（１）投票管理者及び職務代理者一覧

33



期日前投票所 月　　日 投票管理者 投票管理者職務代理者

6月23日（木） 松﨑　清子

6月24日（金） 岩田　耕平

6月25日（土） 松﨑　清子

6月26日（日） 出縄　喜文

6月27日（月） 松﨑　清子

6月28日（火）

6月29日（水）

6月30日（木） 岩田　耕平

7月1日（金） 杉山　　睦

7月2日（土） 穂坂　光俊

7月3日（日） 岩田　耕平

7月4日（月） 出縄　喜文

7月5日（火） 陶山　豊彦

7月6日（水） 杉山　善彌

7月7日（木） 髙梨　孝治

7月8日（金） 杉山　　睦

7月9日（土） 出縄　喜文

7月3日（日） 鈴木　　亨

7月4日（月） 渡邉　亮子

7月5日（火） 大部　優子

7月6日（水） 宮川　優也

7月7日（木） 縣　　瑛時

7月8日（金） 萩原　あゆみ

7月9日（土） 鈴木　　亨

7月3日（日） 山田　　泰

7月4日（月） 豊島　崇文

7月5日（火） 五島　秀和

7月6日（水） 小瀬村　康浩

7月7日（木） 髙橋　寿夫

7月8日（金） 永野　光康

7月9日（土） 島津　恵一

開票管理者 開票管理者職務代理者

松﨑　清子 岩田　耕平

杉山　　睦 出縄　喜文

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　（２）期日前投票管理者及び職務代理者一覧

　２　投票管理者及び開票管理者等

平塚市役所
別館仮設事務室

武田　仁

　（３）開票管理者及び職務代理者一覧

杉山　　睦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 区　分
　選　挙　名

神奈川県選出議員選挙

比例代表選出議員選挙

平塚市立金目公民館
図書室

平塚市立神田公民館
会議室

山木　　正

大野　　守

久永　逸雄

大野　　守
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　２　投票管理者及び開票管理者等

　（４）投票立会人数

　（６）開票立会人数

　　　　　　区分

　選挙名

選 挙 区

比例代表

　　　　　　区分

　選挙名

投票立会人数（実人数）

選挙管理委員
会の選任した者

49

投票管理者の
選任した者

選 挙 区

投票所数

期日前
投票所数

　（５）期日前投票立会人数

比例代表

選挙管理委員
会の選任した者

96

投票立会人数（実人数）

投票管理者の
選任した者

0

0

候補者届出政党
の届出による者

5

―

候補者の届出
による者

1

―

開票立会人数

開票管理者の
選任した者

0

0

日本共産党 民進党 無所属

名簿届出政党等
の届出による者

―

6

選挙管理委員
会の選任した者

0

0

2

党派別開票立会人数

公明党 自由民主党 社会民主党 幸福実現党

1

1 1 0 0 1

1

1

0

48

3

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

1 1 1 1
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投　票
管理者

職　務
代理者

臨時に職
務を管掌
した者

計 選管書記 市職員 その他 計

48 0 0 48 0 242 96 338 386

投　票
管理者

職　務
代理者

臨時に職
務を管掌
した者

計 選管書記 市職員 その他 計

11 0 0 11 3 32 43 78 89

開　票
管理者

職　務
代理者

臨時に職
務を管掌
した者

計 選管書記 市職員 その他 計

5 169 3 177

(5) (31) (3) (39)

― ―

― ―

計 2 ― ― 2 5 361 3 369

職　名 備　考 職　名 備　考

事務局長 専任 主　管 併任

局長代理 専任 主　査 併任

主　査 専任 主　査 併任

主　査 専任 主　査 併任

主　事 専任 主　任 併任

主　事 専任小泉　友里恵

太田　貴之

田窪　佳祐

大沢田　尊保

氏　　名

松﨑　清子

杉山　　睦

出縄　喜文

委員長

職　　名

大橋　季恵

氏　　　名

小森谷　道大

築山　幸司

永原　崇史

氏　　　名

小川　喜久雄

石丸　亮介

武田　　仁

　３　選挙管理委員及び事務局職員

　（１）選挙管理委員

　（２）選挙管理委員会事務局職員

委員（委員長職務代理者）

岩田　耕平

委　員

委　員

※（　）内は兼務者数

合計

期日前投票管理者 期日前投票事務従事者

合計

開票管理者 開票事務従事者

2235 3

Ⅵ　投・開票所及び投・開票管理者等に関する調

　（７）投票管理者及び投票事務従事者数

　２　投票管理者及び開票管理者等

投票管理者 投票事務従事者

　　　　区分

選挙名

231

　（８）開票管理者及び開票事務従事者数

比例代表

選　挙　区

1

1 ― ― 1

1
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　１　広報ひらつか

　２　選挙公報

　３　平塚市投票区域図

Ⅶ　参考資料



県
立
高
浜
高
等
学
校

奪
古
歪

か
色

古
賀
俊
宏
さ
ん

清
水
萌
里
さ
ん
。
△
フ
年

‐８
歳
に
な
り
選
挙
権

を
得
る
３
人
は
、
７
月

の
参
議
院
議
員
選
挙

で
初
め
て
の
１
票
を

投
じ
ま
す
。
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委
ね
る
の
で
は
な
く
白

ら
の

手
で

高
浜
高
校
の
体
市
鮒
で
配
ら
れ

た
資
料
に
日
を
通
し
、
説
明
に
耳

を
傾
け
る
■
従
。
同
校
で
は
５
月

２３
Ｈ
に
“
選
挙
付
Ⅷ
委
員
会
小
務

局
の
職
貝
が
、
ク
イ
ズ
を
変
え
な

が
ら
赳
挙
の
仕
祉
み
や
投
理
の
方

法
な
ど
を
２

・
３
年
■
４６６
人
に
数

え
る
、出
前
訃
廊
が
あ
り
ま
し
た
。

「棋
悦
投
来
な
ど
の
体
験
を
辿

し
て
述
卜
に
関
心
を
持
ち
、
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
同
事
務
局
の
武
Ⅲ
仁
局
長
代
Ⅷ

は
話
し
ま
す
。
同
事
務
局
で
は
、

市
内
の
高
校
で
棋
授
投
票
へ
の
脇

力
や
出
前
甜
座
を
失
施
す
る
ほ

か
、
‐８
～
刀
，枚
の
オ
年
用
の
別
Ｈ

前
投
票
立
会
人
を
赤
朱
。
１０
人
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

若
者
の
声
を
屈
け
る

選
挙
椎
年
齢
が
１８
茂
以
上
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
背
駄
に
は
、
少
子

高
齢
化
が
辻
み
、
出
齢
イ
の
人
口

の
判
合
が
坤
え
る

一
方
、
オ
イ
の

人
日
の
判
合
が
減
っ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
オ
午
壻
の
布

れ
者
数
を
坤
や
す
こ
と
で
、
若
い

「投
【
は
人
人
が
す
る
イ
メ
ー

ジ
。
選
挙
柿
を
村
つ
突
感
が
湖
か

な
い
」
と
話
す
の
は
３
年
生
の
汁

ヽ

世
代
の
意
見
が
、
Ｈ
や
市
な
ど
の

政
策
に
、
反
映
さ
れ
や
す
い
社
会

を
つ
く
る
こ
と
が
＝
い
で
す
。

岡
校
３
年
■
の
占
賀
俊
宏
さ
ん

は
「高
齢
考
の
柄
祉
政
策
も
■
要

で
す
が
、
待
機
児
Ｉ
な
ど
の
子
育

て
問
題
が
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
オ
い
世
代
が
後
田

し
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
」
と
不
安
を
口
に
し
ま
す
。
幼

少
の
こ
ろ
に
母
親
に
つ
い
て
い
っ

た
投
梨
研
。
７
月
の
赳
挙
で
は
白

分
の
意
志
で
足
を
巡
ぶ
と
言
い
ま

す
。
「僕
た
ち
オ
い
砒
代
と
市
肺
イ

世
代
で
は
、
学
校
や
社
会
で
仙
く

哄
境
も
変
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま

水
前
里
さ
ん
。「投
ぷ
す
る
気
は
あ

る
け
ど
、
計
を
選
べ
ば
い
い
の
か

…
ど
と
囚
惑
し
ま
す
。

公
益
財
Ⅲ
法
人
明
る
い
選
挙
＝

巡
協
会
が
平
成
２５
年
に
実
施
し
た

意
識
訓
介
で
は
、
郷
～
３０
茂
代
の

某
枠
叫
山
は
「政
党
の
政
策
や
候

和
者
の
人
物
像
な
ど
、
述
い
が
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
」
が

‐９
・
２
４
と
、
お
い
世
代
で
は
清

水
さ
ん
の
よ
う
に
、
選
択
肢
に
囚

る
方
が
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、「遺

２。
歳
代
の
若
者
の
投
票
率
が

低
い
の
は
、
自
分
に
と
っ
て
リ

ア
ル
に
感
じ
る
選
択
肢
が
見
え

ず
、
候
袖
者
や
政
党
を
選
択
し

よ
う
に
も
判
断
が
つ
か
な
い
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
物

心
つ
い
た
時
か
ら
「ダ
メ
」な
政

治
と
い
う
先
入
制
を
持
つ
若
者

ら
に
と
っ
て
、「来
椎
ｔ
」
そ
が

リ
ア
ル
な
選
択
で
あ
っ
て
も
不

思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
情
報
の
発
信

源
を
気
に
す
る
こ
と
も

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
情
級
だ
け
で
物
蓼
が

「分
か
っ
た
つ
も
り
」
に

な
っ
て
し
ま
う
若
者
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

投
票
す
る
に
は
一
つ
の

情
報
に
と
ら
わ
れ
ず
、

物
事
を
複
恨
的
に
見
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

議
論
を
促
す

最
近
ま
で
教
育
の
現

場
で
は
政
治
的
中
立
が

重
視
さ
れ
て
き
た
た

め
、
授
業
で
政
策
課
題

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に

は
及
び
腰
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
教
育
者
が

論
点
を
墜
理
し
、
若
者

と
と
も
に
事
実
を
確
認
し
、
公

平
な
や
り
方
で
、
議
論
を
促
し

「
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
大
人
の

責
任
」
と
話
す
秋
本
准
教
授

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
社
会
の

円
俎
を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉

え
、
日
ら
判
断
し
、
行
動
し
て

い
く
た
め
の
「土
権
者
教
育
」を

学
校
な
ど
に
働
き
か
け
て
い
ま

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
選
挙
が

「若
者
に
と
っ
て
リ
ア
ル
な
選

択
」を
伴
う
行
為
に
な
る
た
め

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

学
生
ら
が
交
流
す
る
機

会
を
よ
り
増
や
す
な

ど
、「白
分
が
社
会
に
関

わ
る
意
味
が
あ
る
」と

感
じ
る
た
め
の
映
境
づ

く
り
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

貴
重
な
経
験
を

投
票
す
る
快
袖
考
や

政
党
を
選
べ
な
い
と
い

う
方
は
、
候
袖
者
ら
が

身
近
な
こ
と
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
政
策

を
提
案
し
て
い
る
か
を

少
し
だ
け
で
も
訓
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
例
え

ば
紺
婿
や
出
産
、
育
児

な
ど
、
若
い
世
代
の
刀

女
が
直
面
す
る
岡
俎

は
、
そ
の
世
代
の
投
票

率
が
上
が
ら
な
け
れ
ば

議
題
に
な
ら
な
い
ま
ま
、
解
決

は
速
の
い
て
し
ま
い
ま
す
。

初
め
て
選
挙
れ
を
得
た
方
は
、

計
に
投
票
す
る
か
大
い
に
迷
い

つ
つ
、
選
挙
に
行
く
経
験
を
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
思
う
よ
う

な
結
果
に
な
ら
ず
と
も
、
そ
の

経
駿
は
貴
重
な
も
の
で
、
次
の

投
票
に
必
ず
生
き
て
き
ま
す
。

今
の
泊
分
が
納
伴
で
き
る
１
栗

を
投
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

平
成
２７
年
６
月
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
２０
歳
以
上
か
ら

‐８
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
新
た
に
有
権
者
と
な
る
高
校
生
ら
に
、

選
挙
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
出
前
講
座
や
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

□
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
用
盗
２‐
１
８
７
９
５

出前講座ではクイズを出販し、考えながら選挙の仕組みを学ぴます

清 水萌 里 さん

す
。
１
典
を
投
じ
る
こ
と
で
、
当

時
と
現
在
で
は
■
活
哄
境
が
述
う

と
い
う
こ
と
を
社
会
に
伝
え
た

い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

挙
に
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら
」
が

２３
・
４
甘
と
最
も
多
く
、
「仕
事
が

あ
つ
た
か
ら
」
が
２２
・
２
■
、
「適

当
な
伝
袖
者
が
い
な
か
っ
た
か

ら
」
が
２‐
．
３
甘
と
統
き
ま
す
。

候
袖
イ
を
選
ぶ
に
は
、
日
頃
か

ら
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
な
ど
情
報
収

朱
を
し
て
、
候
袖
者
や
政
党
の
政

策
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し

か
し
、
時
―ＩＷ
を
か
け
ら
れ
な
い
と

い
う
方
は
、
選
挙
公
報
や
新
聞
記

事
な
ど
、
政
策
が
ま
と
め
ら
れ
ヽ

選
挙

を
き
っ
か
け
に
関

起
を
広
げ

る

繰
篠 古賀俊 宏 さん
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／
た
情
報
に
＝
を
辿
す
の
も

一
つ

の
手
段
で
す
。

新
た
に
Ｓ
０
０
０
人
の

有
権
警

３
年
十
の
赤
布
汁
木
余
さ
ん
は

「私
た
ち
３
年
■
の
中
で
は
、
７

月
の
選
挙
で
選
挙
社
を
持
っ
て
い

る
人
は
少
数
で
す
。
し
か
し
少
数

の
私
た
ち
が
投
界
す
る
こ
と
で
、

友
辻
と
の
会
話
で
選
挙
の
話
旭
が

出
る
は
ず
で
す
。
川
り
の
哄
境
か

ら
変
え
て
い
け
ば
、
政
治
や
選
挙

に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
も
期
え
て

来
る
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

前
校
３
年
■
で
も
、
７
月
の
選

挙
で
は
投
票
で
き
る
■
従
と
で
き

な
い
■
従
が
い
ま
す
。
７
月
Ю
Ｈ

の
選
挙
は
、
翌
１ｌ
Ｈ
ま
で
に
１８
脱

の
誕
■
Ｈ
を
迎
え
る
方
が
新
た
に

選
挙
糀
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
内
で
は
、
新
た
に
お
よ
そ

５
０
０
０
人
が
布
椎
イ
に
な
る
と

予
赳
さ
れ
ま
す
。

汁
木
さ
ん
は
「何
も
せ
ず
に
山

分
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

と
言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。

今
ま
で
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
碓
に
言
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
。
で
も
今
回
、
選
挙
糀

を
持

つ
こ
と
を
き

っ
か
け
に
し

て
、
私
た
ち
オ
イ
の
思
い
を
大
人

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
話
し
ま
す
。

選
挙
は
投
票
す
れ
ば
終
わ
り
で

は
な
く
、
社
会
を
よ
り
史
く
す
る

た
め
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
山
分
の

意
志
を
国
や
市
な
ど
に
反
映
で
き

る
よ
う
に
、
納
得
で
き
る
投
来
を

し
て
、
そ
の
後
の
政
治
に
関
心
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

赤 石 澤 春 秦 さん

最初 に来た人は ?

投票所に一番乗りした人は、投票

箱に投票用紙が1枚も入つていない

ことを立会人とともに石空認します。

投票用紙に秘密が ?

投票用紙は特殊な合成紙でできて

います。折り曲げてもしばらくする

と自然に開くので、後の開票作業が

スムーズになります。

開票作業を手助けする機械 ?

投票用紙自動読取分類機 (写真)は

平成 19年から市で導入され、政党名

や候補者名など

の手書き文字が

書かれた投票用

紙を1分間に500

枚も判別できま

す。現在 は1分

問 に660枚 も判

別できる機種を

導入 し、合計6台

で迅速な開票作

業を手助けして

います。

４
月
２９
Ｈ
に
開
か
れ
た
級
化
ま

つ
り
で
投
ぷ
を
呼
び
掛
け
る
、
明

る
い
選
挙
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
め
い
す

い
く
ん
ス
下
写

真
）。
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

め
い
す
い
く
ん
と
と
も
に
市
明
る

い
選
挙
＝
辻
助
議
会
が
、
啓
発
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

「成
人
式
を
は
じ
め
、
市
内
の

行
■
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
幣
発

物
を
配

っ
て
、
選
挙
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
地
述
に
活

働
し
て
い
ま
す
」
と
，ｉｉＵ
会
長
の
二

村
明
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
啓
発
標
計
を

一

般
の
方
や
中
学
生
か
ら
赤
朱
し
、

人
選
作

‐―ギ‐
は
駅
前
に
あ
る
啓
発
磐

や
配
布
物
に
入
れ
て
い
ま
す
。

「選
挙
は
そ
の
時
の
政
治
の
状

況
や
趾
論
の
動
向
、
候
補
者
や
政

策
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
投

理
率
が
低
い
と
活
動
が
服
わ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
古
笑
す

る
三
村
さ
ん
は
、
地
域
の
方
に
働

め
ら
れ
て
同
助
議
会
に
大
会
。
３０

年
間
、
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
「計
か
が
や
ら
ね
ば
と
の
思
い

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
」
と
力
を

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

イ
ベ
ン
ト
で
地
道
に
呼
び
掛
け

込
め
ま
す
。

同
協
議
会
は
定
州
的
に
会
員
を

対
象
と
し
た
俳
修
を
門
＝
。
‐１１‥
午

は
選
挙
稚
午
齢
１８
旗
引
き
下
げ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。「１８
成
の
若

い
方
は
経
済
的
に
白
立
し
て
お
ら

ず
、
勉
ｍ
や
仕
事
で
忙
し
い
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
い
っ
た
若
い
方
に
、
１
人
で
も

多
く
投
票
所
に
足
を
巡
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
地
道
に
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

会 員とともにめいすいくんも選挙 をPR

参議院議員通常選挙の投票日
県選出議員選挙と比例代表選出議員選挙の

二つの選挙です。投票所の駐車台数には限り

があります。なるべく公共交通機関をご利用

ください。

◆投票所入場整理券

投票所入場整理券は、封書 (1世帯1通 )で郵

送します。投票所を確認し、自分の氏名力
`表

示されている整理券を投票所へお持ちくださ

い。整理券が届かなかったり、紛失したりし

た場合は、市選挙管理委員会事務局にお問い

合わせください。整理券を紛失しても、選挙

人名簿に登録されていれば投票できます。投

票所で申し出てください。

◆選挙公報 は新聞折 り込みで

候補者の政見を掲載した選挙公報は、新聞

折り込みでお届けします。市役所や公民館な

どにもあります。新聞 (朝 日 神奈川 産経
東京 日経 毎日 読売)を騰読していない方
には郵送 します。また、県選挙管理委員会ウエ

プでもご覧いただけますざ

◆病院や老人ホームで投票
指定病院や指定老人ホームなど、不在者投

票指定施設に入院 入所 している方は、施設
で不在者投票ができます。施設長に申し出て

ください。

◆期日前投票は3カ所で

投票日の当日に仕事やレジヤーなどで投票

できない方は、期日前投票ができます。投票

所入場整理券を持つて、次の期日前投票所ヘ

お越 しください。①市役所別館 1階仮設事務室

(江陽中学校北側 )6月 23日 (木 )～ 7月 9日 (土 )、

年前 8日寺30分 ～年後8時②金目公民館(南金 目

966)‐ 神田公民館 (田村3-1歩5)7月 3日 (日 )～ 9

日、年前9時～年後6時。

◆郵便で不在者投票

身体障がい者手帳 戦傷病者手帳 介護保
険者証 (要介護5)を お持ちの方で、一定の条件

に該当する方は、郵便で投票できます。「邸便

等投票証明書」の交付申請の手続き力Iあ らかじ

め必要です。希望する方は早めに市選挙管理

委員会事務局にお問い合わせください。

「郵便等投票
‐
証明書」をすでに交付されてい

る方は、証明書を添えて投票用紙を同事務局

に請求 してください。請求期限は7月 6日 (水 )

です。

□ 選挙管理委員会事務局 a21-8795

参議院議員選挙の投票率

磯中
― 全世代  

―
全世代 ツ‐,―・ 20歳代

(平塚市)    (全 国)    (全 国)

元年  4年  7年  10年 13年 16年  19年 22年  25年
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参議院(神奈川県選出)議員選挙選挙公報
利I奈 川 県 選 挙 管 理 委 員 会

0世界水準の教育復活ヘ
機会平等社会を実現し、教育を限りなく無償で提供
する。教育を受ける機会を経済的理由によつて奪わ
れないことを、憲法で明文化。
教育行政機関主導から生徒・保護者主導へ。

0バランスは覚のある外交を
世界平和と紫栄に貢献する外交政策。アジア諸国と
の戦略的互恵関係の強化。外国人への土地売却規
制その他安全保障上の視点からの外国人規制。

『『
「

F

0統治機構改革を
難問を先送りせず決定できる統治機構。国の役割を

絞り込み人的物的資源を集中させ、外交・安全保障
に徹する。内政は地方都市の自立経営に任せる。国
の仕事は国の財布で、地方の仕事は地方の財布で。
首相公選制、衆参を一院制に。

0社会保障制度改革
真の弱者を徹底的に支援する。世代問不公平の解
消。生活保護と低所得世帯の不公平の是正。

歩
お
ぐ
禅

H http://niwadai.jp/

にわ大 (丹羽大)昭 和S2年2月 17日生 (39白)
平成11年 使旦大学卒票
平朧23有i北京デルフィス情報堂週職
5入兄弟の長男

′  _
「 F F

「 , F

ふ●μt、L鰤 分 生活者のための政治ヘ

清し

水 &

太た
私も応損しています。

日本のこころ代表

中山恭子

…

飛行機に乗るとマイルが貯まるように、
消費税を払うとマイルが貯まつて、
65歳を超えた時に還付される制度を

私たちの党は提案しています。

ひ学3月のりh院予
'蜃

員会て、自枯R理からこの前歴に対して,
夕H費を活性化するための臣獣的な提案であると昨価を受けました1

一般財踊に手を付けない
次世代にツケを残さない 払う消費税から、貯める消費税へO

消費増税再延期だけでは不十分 日本ωこころ
日本。,こころを大切にする党

成長期略、若者応援、老後不安を解消する新発想がF日本のこころ』にはあります! 清水太―くし"

(B脩「日4J,

たいち)

爵薇 の隣綱はWE日て

日本のこころ Ш
チこころの声を力に1

潤氷太- 1981年 (田子DSG年 )神奈
川県臓,練市生まれ a4れ

‖司東字院―
察後、敬師(教魔免Fi取

愕 社会,1)を 目指すも父の用を

'に
薬

環の消帰案を手伝いとがら会社員とし

てBく 。

母の紹介て中山滅影元文邸,H学大臣

中山積子党代表と出会しヽ日本のこころ

を大切にする党の「文策、理aに思銘を

受け出冊十[決Hする.

渭水太―が出脇することで者い世代の

人にも政治に員味をもつて衛らえるよう

m点をもつて挑戦する!

全く新しし
景気回復の新発想け肖費税マイレージ制度

る

日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
す
る
見

新発想『消費奉比マイレージ需U度」の導入で、実質的″よ減税を。

ら 令

い

ち

ー(34才)
比例は旧本」と書けば、日本が変わる。三枚目の投票用紙は、「日本」とお書きください

自
鳳
鬼
羅
鬱

「ま
ず
は
経
済
」と
「ま
ず
は
」を

つ
け
て
い
る
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。

経
済
は
、
社
会
の
基
礎
で
す
。
こ
腱
が
く
ら
つ
い
て
い
た
の
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も

気
持
ち
が
安
ら
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
巫
礎
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
れ
ば
こ
そ
、
そ
の

上
に
立
派
な
建
物
が
選
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
日
本
を
祭
い
た
み
な
さ
ん
０
こ
苦
労
に
報
い
、
離
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
私
る
社

会
を
作
り
、
若
い
人
た
ち
に
活
躍
の
場
を
提
供
す
る
に
は
安
定
し
た
選
蔭
が
必
要
で
す
。

だ
か
ら

「蕨
す
は
経
済
」
な
の
で
す
。

中
西
け
ん
じ

●得来のも者骰:↑が可能
な籟りがいのある年金
制度の確立。

●介― a)饉備と,日
入材0信遇改日。

●保育所.旗屎捜児嵐
クラブ0拓売。

●韓 後の所得に廊じて
返目する業学金刷嵐
のこ入。

●■,しい弾

●成長分野へのリスク・
マネーの快皓促進。

●百生産性分邸への円滑惑
労働移働の軸

●預太平坪樫流建路協定
(TPPlに よるアジア
太平洋地域の成長隔瞬の
取り込み。

●:L言・社会情勢の室fヒ 1こ
対応した行政聴 。

0長鳶間労働を改め.多憾恵
はたらと方のできる雇用
ルールを離立。

●斬卒―括採用に日ることの

ない多様な瀬考 ユ零用の

慣会の提供。

●同―労働同一資金の臼巌で

正,F・非正規の格― 。

●年●4』 1による差別のない
公正恵労働市壻の異堀。

●日1工貿金-39`ヨ Iき上1チ
で■ロデ●諦Aに慮力iりを。

まずは経済。

だから中西H

成
長
を
さ
ら
に

確
か
な
も
の
に

す
る
た
め
に

は
た
ら
き
た
い

人
に
活
醒

の
場
を

成
長
の
果
実
を

年
金
、介
謹
、

子
育
て
、教
育

ヘ

かつて世界日声 日強というれ

た日本優萬がいい竜なくして

いく凛を目は金出の電mい て
日の当たりにし「経済のも門家
として日本の構来t担むうJと
口政を志す.

,D64年 1月生よ▼ヽ (日口!)
●東京― 学郎卒凛

●」Pモルガツ疑

"会
社入社

・駅

"役

B祉風
●2000年 7月同社を通社
●2010年い勝 口R群

当

幽̈”
●ィ矢

“

螢A全
●快浜市J噂撃野球単盟H四 ,

●リニア中央晰|1餌Rl甑
神奈川照用載口目会日間
●伸斎川I照鉄由峰勘 増強

促tatB日間
●―は■団法人かを力干わR困
磯曹B雲埋 B
I疱昧〕重,山 ツョギンク・H日
1好せな目索卜ヽつだつて鱒磯著
1好き幅 ぺ

“

I観〔月
l韻″】相手の立電て噂える
旧所 I雷ユだすと止まらをい
(置心ヽ止いてください‖〕

I求馘I蜃、風女、独女
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和Ⅲ奈 川 県 選 挙 管 理 委 員 会

i●1健康と安▼いと泰泰へ:隻資
=◆ 安心の介霞制冨を利用者のニーズに合わせて作る。

こらせる年金制皮と生活保障を充実させて責困を

なくす。

◆

"可
保百国を増やして待様児二をゼロに、保冑

介匿の労働者の貿盆5万円アツブ、惜伺聖翼学立

制度を狙充、すべての執百の無慣化を目指す。

◆ 命を守る欺患医膚、地域医療を立て直す。

||10薄軸犠耗碑醜:予i筆 :
◆ 安保法制=1複争法は腕上して、憲法 9条 を活かした
外交を推羞、世界平和をリー ド。

◆沖縄への新堅地建:慣を認めず、すべての米軍堅地の篤

小と魚去を求める、日米地位協定を抜本改定、原子カ

空母田港化漁回、暉木工地のB音解消、オスプレイ配
備 ,飛行削Rを中止へ。
◆防衛ラ灯の拡大とA器の輸出は躍めない。

森ひでお情報配個中

概
争
法
廃
止
′

騒
ら
し
と
雇
用
を
再
理
し
ま
す

10ヽ●しを主在景気口霊|
◆ 消費税増税はこ期ではなくキッパリ中止、消Яを増

やし内需11と大。

◆ 大企業の内お,留保を労働者の資金に回して、Eほ貿
霊1000円 を選やかに実施して,500円 を目指す、

賃上げなくして景気回復なし。

◆長時間労働による滑労死を招く,氏業代ゼロ法票は慶

票にで

安
件
笠
Ⅷ
は

，
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
成
果
を
強
糾
し
、　
一
色
総
活

解
＝
会
を
め
ざ
す
を
し
て
い
ま

す
．
し
か
し
、
働
き
た
く
て
も

働
け
な

い
人
、
仄
黎
を
受
け
た

く
て
も
壮
け
ら
れ
な

い
人
が
ど

れ
だ
け

い
ら

つ
し

ゃ
る
か
―
―

●
■
師

・
森
ひ
て
お

の
文
心

で

す
．

こ
れ
で
は

一
低
鷺
汗
躍
！

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

庶
民
に
は
消
費
坤
税

の

一
方

で
大
企
茶

に
は
法
人
視
ま
租
。

勧
く
者

の
実
質
貨
命

は
４
年
連

絆
て
低
下
し
た
ま
ま
で
す
。

大
企
来

の
版
色
を
う
か
が
う

ア
ベ
ノ
ミ
タ
ス
で
は
な
く
題
刑

や
慣
命

の
安
定
と
社
会
保
障

の

主守麟 鶴辞浩性化:4
◆原発の再穏樹を樫めず、事敵対策を覇優先に。

◆ 血税と電気料金を吸い上げる原発利協格造を解体き

せ電力自由化と再生可熊エネルギー利用を促達、1照

'A産
叢て地域経済を活性化。

◆選魅する権利を躍め、原発,散組害苦への補償を盤
償させる。健康綾さを防ぐため倹♂を発案。

社
民
党
公
認

充
実

て
、
家
計

に
Ｗ
か
り
を
と

も
す
敗
熊
こ
そ
必
要
で
す
。

安
併
総
４
は
昨
年
，
日
民
の
又

対
の
注
を
持
現
し
、
憲
法
速
度
の

段
争
法
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
．

■
散
が
収
束
し
て
い
な

い
の

に
原
発

の
眸
稔

働

に
能

を

剪

り
、
逆
と
者
切
η
捨
て
を
押
し

と
わ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

円
民
か
ら
遺
く
た
れ
た
安
信

政
治
は
、
も

つヽ
ご
め
ん
で
す
．

政
治
を
私
た
ち
、
■
民
の
チ

に

と
り
も
と
す
た
め
，
藤

ひ
て
お

は
全
力
投
髯
し
ま
す
，

政
桁
を
変
え
る
の
は

い
ま
。

な
股
鮒
と
し

て
の
経
験
を
敬
治

の
場
で
生
か
し
ま
す
、

森
ひ
ど
お1麓郷乳理ぞ控

“

ф福島〕ゴ旧

看護 R雨・燕 ひでおの命を守る経済政策

生I

して

鵬決権を

行使しに行く

け
スマホ

神奈川選挙区は

片野 えいじ謡常畿
『支持政党なし」の
正直な民意を数字で表そう!

‖ し 8支持なし

□

党

△
　
党

○

○
　
党

して頂く

醤法窯
一つ▼〕つ

営様には

国 会

有権看党nしていました

Wabで全法案を

を国会に届けます

あ い こ

いき
愛してる
黙つてら

か

5っの〕L戦で、神奈,IIをもつと元気にしま
朝騨確翌写P:喜こ      離懲則の山礎l_よる
騨を綸 :黎尊    酢|:油:町の

幸
福
実
現
党
あ
い
こ

い
き
憂
子

マイナン′件兄直しで,
自由を守る!

歴史・領土問題に正路を
誦え、路りある日本を!

GDP1500熟円運戚て、●             颯田Hに向けた大口な似資により、
綱 る ぎな ど澪 棠 日本 を 10             本置脂を立てHし、2(13(l年 代に

とお書きください

とヒ例は !坐坐圭鎚

ふ く
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翻
屍税担 とオ李国債残高ゼコ、2つのゼコ

選挙のしくみを変えよう

策顔とスローガンだけの選挙ポスターゃ氏

名と政党なを大青段で流す選挙カー。

こんな旧はlt″Aと したやり方では、報貴の

貿、政党の資が向上する訳がありません。

(ゞ説、公F引討論、政治論文。この3つ のみ

で議員を選ぶ。そういう選挙制度に、改め

るべきです。

維雁

関西外ltl話大学卒.液体物流会社、運送

会社などて・動務 した後、社会保険労務士

悧茶。2009年 の蚊絡交代、2011年 の東日

本人震災、深刻な原子力尊f故を、Hの 当た

りにし、思うところあり白民党に入覚、公

認なし。その後、介護施設で介讚士として

勤務。

今すく
S、

原発をゼロにしよう

子や孫のい代に対する、日本の大人の資l「・が、問わ

れています。放BJ性物質を、捨ててよいレベルまで

無普化する技術を開発するまでの間に限って、原発

は、 ‐時停止すべきです。
有害産廃であるはずの放B寸性物質は、意凶的に、廃

楽物処珊法の鱒楽物の定義から除外され、電力会4生

は、放劇性物質を処理する袈務を免れていまする

自分で処理できない放心J生物質を、何百世代と籠く

子係に丸投げし、白分は、便利で決適、おしゃれな

生活をする。

そういう行いを、これからも4″́けて、子や孫の世代

に対し、私たちは、11し開きができますでしよう

わ・。

2()39年度末 (皇紀2700年 3月 )までに

赤字国債残高をゼロにしよう

1キ リたお金を、とに活費に売ててはならない.

】975年度以降、政府は、こんな当たり前のルールを

守らず「借りたお命をJi活費に充てJ返済日に返済
できナょけ才HFT古換回償を発行し、次世代にツケを回

し施けてきました。約50兆円の年間税収に対し、赤
字凶償段商は約530兆円,政府の金借金の利払費
は、年間約12兆円。所得が増えていないのに消費税

革を上げれば、国民の税負担力は、必ず落ちます。

このlコに、スーパーリッチは要りません。1人のり色

円長をよりも、[万人の
'陀

円見者.スーパーリッチ

税を導入し、モデレートリッチをl韓やして税収〕曽を

図り、西暦2040(星紀2700)年 3月 31日 までに、赤字

国債を光済し、財政ll鯉を成し遂げましよう。

佐
藤
政
貝」
(48歳 )

さ

と

う

　

ま

さ

の

り

お 民追党×か
▼ ●

0収入アツプで景気を回復。
● 身を切る改革。(国会議員定数削減)

0教育。子育て予算を大胆拡充。
● 年金・医療。介護の崩壊を止める。

●「安保法制」年「憲法改正」に反対。 目

か
ね
こ
洋
一

回1藝 華          準
辛子→入学

日

郷 ξ
                  学大学院栄任

〈現つ け■詭国土交るOR員、BH2働。

昭和97(19621菊 月20日 積浜市生まれ

PROFILE

景気回復と身を切る改革

=浦のぷひろブロフィル
日 1975年 3月 5日生まれ,日積,氏市落南区在住.
日吉犠照仙台市出身.H福島県立福島萬敬、千葉エ
槃大単4卒策枝、防衛大学校の敬宙に。■ 2000年、
東京工祭大学て工学の博士号を取得。日 EU主催の
国際会Hで最も優れた発表者に出られる「ベストポ

日家俵は喜と狼と愛犬。

盗 ri鮨浄」ィ紹子と七hl=。 con
口 ,爺れ∞b。。kcoWmし『口nob
EB心常監「a nobuhlfo
国謝謝乱魔胡。buwЮ ∞m

科学書の観点で景気の好循環を!
9傾れた技術力を結集 し、世界で閉てるニツポンヘ
0新 しい産業 と雇用の創出て、景気。経済を活性化
0最先端のがん治療 を促進 し、健康長蒔社会を実現

敬 育 者 の 観 点 で 若 者 の 未 来 を 守 る !

0子 ともの粛出解消へ、ひとり親家庭の支援を拡充
0学ぷ憲欲を伸 Iよ攻 返済不要の給付型契学金を創設
0地 域の未来 を担う青少年 の薬物乱用をス トップ

生活者の視点で子育で介護を応援 !

●不妊治機寅の助成拡充中幼児教育無償化を全力で雄逃

9中小企業を守り、若者層用の安定と賃金アップを加速
9働く女性の待遇改善と、主好や百齢者の健康を増達

41歳 のぶひろ

謡        暮らしと経済をパワーアツプ

元
防
衛
大
学
校
准
教
授
／
博
士
（工
学
）

未
来
を
つ
く
る
、
新
し
い
風
。

い
ま
、
日
本
に
必
要
な
こ
と
は
、
景
気
に
力
強
さ
を
与
え
、
そ
の
実
感
を

「泰
世

ま
で
届
け
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
若
者
や
女
性
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
々
が
生
き

が
い
と
安
心
感
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
社
会
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
で

私
は
青
年
の
代
表
と
し
て
日
本
の
国
政
に
体
当
た
り
で
挑
み
、
社
会
保
障
を
担
う

同
世
代
の
若
告
が
、
未
来
に
，希
望
と
責
任
◆
を
も

っ
て
阿
け
る
日
本
を
築
き
た
い
。

無
概

理

脇

漸

腿

報

喘

む

、

二

こ

叩

の

ぶ

′

う

３
つ
の
視
点
で
挑
む
！

▲

―   ▲  み

―  ▲

三浦のぶひろ

Ｂ

央
巨
安
倍
督
三

白
目
号

菅

篠
偉

自
民
党
推
薦

公
明
党
公
認

中小企業支援を強力推進

国内観光業の需要を倍増

農林水産業の成長力強化
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国
民
の
知
る
権
利
、

報
道
の
自
由
を
守
る

政
府

に
よ
る
メ
デ

ィ
ア
脱
用
を
許
き
ず
，

メ
デ

ィ
ア
出
身
者
と
し

て
、

牌
力
の
墨
た
か
ら
＝
民
を
ぐ
り
ま
す
。

実
は
、
電
カ
ー０
社
て
電
力
は
余

っ
て
い
ま
す
。

再
稼
働
よ
り
も
腕
炉
を
逃
め
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
し
ま
す
。

散
育
の
無
償
化
を
進
め
、

学
ど

の
権
利
を
保
障
し
ま
す
。

す
べ
て
の
こ
ど
も
を
辛
せ
に
。

こ
ど
も
の
貧
因
．

教
育
格
差
を
解
消

再
稼
働
を
せ
ず

原
発
ゼ
ロ
を
実
現

措
い
世
代
が
子
育
て
し
や
す
い
、
医
淑

。
介
籠
蛭
民
，

老
後
骰
確
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

い
の
ち
を
守
る
社
会
保
障
改
革
を
逃
め
ま
す
。

社
会
保
障
改
革
．

待
っ
た
な
し

安
保
法
制
の

廃
止
を
求
め
ま
す

国
民
の
反
刑
を
封
し
込
め
、
染
同
的
自
障
帯
を
行
他
し
、

海
外

で
戦
争
を
す
る
国
に
な

っ
て
は
田
り
ま
す
。

立
慰
主
丞

・
民
主
主
換
を
守
る
た
め
に
戦
い
ま
す
。

か特民准_見

元日テレキャスター貞 凸 発 生 5っの政策東山勇―は企業、団

体等の組織的な支援

を受けていません。だ

からこそ、しがらみの

ない政治を実践でき

ます。

分

や

く

←

てく亀望ぢ〉ヽ

東山勇―はプレません。

特定秘密保霞法の採決

て、政権に擦り吾った

「みんなの党 Jに造反

し、堂々と反対票を投

じ、酷党しました。絶対

にブレません。

多発テロでは現地取材。参直院 =謹員2期 目に挑戦します。東京教育大(現 氣波大)率。保盟司。趣昧はスキー.封が大好き。

]J イラン イラク戦争、91]真山勇― フロフイール
hitpイ mayamoソ u chi,p

チエンツ0        'こンツリ     テェンツ0
働き方    統奎の使い方 税往の集めオ

ー

            

ー

GDP,21R口増   H駁 できる
税曜Ⅲ3500日円増

勇

Ь

由香

日
本
共
産
党

　

置

ゆ
か

８
時
間
働
け
ば

ふ
つ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
ヘ

い
ま
、
１
歳
と
４
歳
の
子
ど
も
を
守
て
て
い
ま
克

蜜
保
激

制
“
戦
争
法
は
あ
ま
り
に
も
ひ
と
い
。
自
衛
隊
が
戦
後
は
じ

め
て
航
口
を
向
け
る
相
手
が
ア
フ
リ
カ
の
少
年
兵
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
）こ
ん
な
こ
と
絶
対
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

子
ど
も
た
ち
に
原
発
の
な
い
社
会
を
、
平
和
憲
法
を
引
き

継
ぎ
た
い
．
０
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

つ

く
り
た
い
で
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、
民
常
な
日
本
の
働
き
方
を
絶
対

変
え
た
い
。
み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
て
こ
の
日
の
政
治
を

変
え
る
、
こ
の
想
い
で
立
候
補
を
決
意
し
ま
し
た
．
あ
な
た
の

お
力
で
私
、あ
き
か
由
番
を
併
鶴
院
で
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
優
先

●
段
思
の
再
も
し
破
増
税
Ｔ
消
■
朝
Ю
％

は
軍
選
り
」
で
は
な
く
断
倉
ｔ
。

●
増
税
す
る
な
ら
ア
ヘ
ノ
ミ
ク
ス
で
大

日
け
し
た
宮
楷
旧
、大
企
象
に
。

硯

透
れ
」
に
Ｒ
視
強
化
。

０
大
企
葉
へ
の
４
兆
円
の
減
税
中
止
。

●
５
兆
円
と
こ
え
た
軍
事
Я
Ｏ
大
幅
割

望■
年
金
支
綸
韻
引
會
下
げ
な
ど
社
会

保
障
前
滅
ｔ
や
め
る
。

●
待
償
児
解
消
へ
３０
万
人
分
の
配
可
保

育
■
鳳
段
、
保
育
士
買
金
の
引
占
上
げ
。

●
大
学
学
費
は
１０
年
て
国
公
立
と
私
学

も
半
領
へ
．月
傾
３
万
円
の
錯
付
開
翼

学
壺
（学
生
４
人
に
１
人
ヽ
７０
万
人
分
〕

の
創
設
。

０
非
正
掘
か
ら
正
社
員
へ
派
遣
法
の
炊

本
改
正
、
「同

一
労
働
同

一
賃
金
」
の
滋

ロ
ル
К
長
時
間
労
働
の
働
罰
躍

０
中
小
企
革
ｔ
財
政
支
担
し
、
最
悟
賃
金

ｔ
時
惜
１
５
０
０
円
を
め
ざ
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
部
瑠

を党

し

藤
ば
共
伸

囲
中

０
鞭
籍
呻⑩
　
　
　
騨

野
党
共
同
を
す
す
め
る
聰
か
な
力

剛
哩
日
本
共
睡
見
」継
譴 呻鞠

Ψ

凛
の

こ
著

立
騒
主
饉
ヽ
民
主
主
Ｌ
を
と
り
も
ど
し
、

日
人
の
“
儀
を
大
切
に
。

昌
反
の

岳

彗
亀

特 辮 :紹
則オスプレイi●

●

自
鳳
見
公
詔

三
原
け
ゅ
他
子

日
本
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

●
６
年
間
の
活
動
実
績

当
選
以
来
、
厚
生
労
働
委
員
会
等
に
所
属
し
、
が
ん
対
策
を
は
じ
め
と
す
る

医
療
・福
祉
分
野
、
ま
た
２
期
連
続
で
の
自
民
党
女
性
局
長
と
し
て
リ
ベ
ン
ジ

ポ
ル
／
Ы
睡
石
蓼
寡
く
徴
夢
そ
の
帝
票
径
軽
Ｆ
毎
宏
ち
て
き
ま
し
た
。

・
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
見
直
し

。
が
ん
登
録
等
推
進
法
の
策
定

・

ｇ

蓬

ｉ
専
舅
死
情
Ｔ
梅
建
塁
経
澪
法
の
策
定

・
改
正
予
防
接
種
法
の
策
定

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
乳
落
中の
倶
崎
橘
傷
竪
歪
引

・
動
物
愛
護
管
理
法
の
改
正

・
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
改
正

・

…

器

花

・
違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
刑
事
罰
化

・
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
対
策
法
の
策
定

・
星

揺

３

ｏ
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
立
案

，
オ
ー
ト
バ
イ
振
興
対
策
な
ど

のか?
がんを2つた|こはから、管ん州東サをはしどうとした医除や介日、社会贈
政鼠をよ

'′

/ψ /ょん壇 〕ていをヽ とをF′央じ患＼
'lBの
房寺園敗ff届りたしヽ

定のユいで工に昴をやめて載洛承になることを決灘iしました。

lJよ、6年う1、自R覚から溢われたのではあり
=せ
ん1当 Dl、自R,学は研見

でした,)ヽ、日ホの】守来に
「
任を持てる資は、白良党しかない.そう.″え

ユす0｀う国民舜本制〔′凍しヽに行きました瓜臣単には公Wを二薇けすせん

営湾t苗牲より自R党神奈川R通に所崩きせてしヽただヤ、「わ`オアコ`わ自醜
の一口として活,ィlしてまいりHしれ,そ (ア,中で私ta、「心`ながわEIE党 )の
代段とじ百Wコ 婉 サとこ卜真Itttl'た しヽそう,央虫しました

比例区は候補者名又は自民党とお書きください。

三原じ 子
～あなたの想いを受け止めて～

女性の活躍、子育て支援
社会保「章の充実こそが経済再生への道

0三 原 しゅん子 フロフィール  ,"ζ ■,2■ ',;′
.,,■ F

これまでの三を代■ (;オ ニも,

!・ギ,,Lャ●方外手■点
=″
R J■ 白れば

=ザ
歓 !=蜀 lt,半i

・肖巨Ri貨■々 |れ !す■■ξi O″▼ ,■,D山景主党|サ,lilく など

希望を生み出す強い経済

守りたい
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Ⅲ

“

奈 ,I 〕 県 赳 ガ■ 委 員 会

0

まもる  をとりもどす
日本共産党など野党4党は「安保法制率戦争法臓止、立患主義をとりもどす」という大磯のもとに備束しています。

アベノミクスヘの対抗軸も持つています。颯争法の強行によって立蒸‡穣をこわした政権に審判をくだすときです。

野党4覚は、野党、市民と心ひとつに結束。安倍政権を打倒し、新しい政治をつくります。

フ 税金の集め方を変える ρ 税金の使い方を変える   フ 働き方を変える
経済にデモクランーを

21

●消費税HO°/oは先送り実施でなく
キッパリ断念を。

●富裕層と大企業に応分の負担を。
声裕層ほとにくなる所,91A担 申tただします.

中小企
=よ
りはい大企確のBtA協 た々だし、もうけにふ́きわしい

負担を求め工す。

タツクスヘイブンtr'用した
=特
旧大企車のよ段H■などをただ

します。

くらしを支えるRI耳 9兆P,tつくります。

。年金削減は中止。
「滅らない年金・頼れる年金」を実現します。

●国の資任で、医療費の憲口負担、
国民健康保険料 (税)を軽減します。

●IB可保育所。0万人分)を緊急に増やします。
●保育士の質上げ●5万円アツス

`ら

l、5,閂マ月5万円アクフ)。

。大学授栄料を10年で半額に。
返済不要の綸付制緊学金を創設します。

●派遣から三社員へ、派遣法擦本改正。
ブラツク企業を厳しく規制します。
。最低資金をいますぐどこでも
時給1000円へ。さらに1500円へa
。残業時間の上限を法律で規制します。

3

憲法改悪を許さない
「平和の外交戦略」を
。憲法9条2項を削除。「固防軍」を明配し、海外での無条件の武力行使へ。
「緊急事態条環」で基本的人権を停止、事実上の「戒厳令」を可能に

一 こんな改憲を許しません。

覇寄壺是貨琴謝爾盟習捉X浸 □纏禦
民の生0と

。1強史■生活

“

4女臓携の主Bとを3∞万円から500●2090年■でに電力の4劇 t再生可しエエルギー
万円に学Iピ上眈 対とを半電などに広Iたす。て,"なう日はをかかけ、はり協みiす。
●自ぞ湾R←をふく0当面の生活の電れへの支後tおと

TPPに 断 回 反 対           オt■す。
●業
=に
曽い■書と日とに.防災.X質の

=ち
づくりを,

いR臣七の衛お保臣所得おRを独本的に強化しれ

n節'回
音皆と婆磐塾酷避勇翌評

k
●易女,と ta造・昇4ア名登114どの足Eセ ようよります.

●胆 員民の員Bt飲観した辺H古析占電迪Hの中止      ●
=お
ま■の自由t守ります.“ B保重法t宦止じFす

と,天固とおの坤 芸をアウ
`リ

カl_求めとす。         ヘイトスピーチを′Дねじます′
0日 *Ⅲ位Btを 0な球正.                  ●百殻 の主睛 としての日ぬを,1,fす .

邸

函

ロ。もめどとは話し合いで解決。絶対に戦争にしない

―「北京アジア平和協力構想Jの実現をめざします。

比例代残名電豊磯書 [粛 ,劇

― R          '猟 B日           ― R          ―
R         ■

―
HRa      ttnR岳 饉 R      元由三環B         党ヤ騨 R長       費― 常こほH

市田 息騒国 田村 留子国 大門みとし回 書名なおあせ□ いせだ良子□ いわ扇ち茂□ おくだ智子回 椎葉か
'ゆ

き□ たけだ良介□

1'呂鞘 HIH「
I… 1・舶

IL-1九 州,瓶

ンチエ
ジ

上ヒイ卯慨は■ホ具F生寛 許T選國
WWW iCp.o,,p

とおド|きくたさい

PSIふ  共産党

この送4公 ,1は ,4騨
「
Ⅲ』1=J【 ,年か「.樫餌!き ,[た欧稿を,そのオまアイ真襲Tスによン、てn〕 Bぃたもν,マす̀  ヤ奈川蝋通芍よに

'4公
猟4(l負よ市中fr H H、 大サ題】)
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代
要
あ
ら
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広
幸

賀改革
WWW.ShintOkaikaku.,p

現◆H脳 員 ノンフィクシヨン・ライター   前◆H脳 員   硝撤革瞭 .房 ,―

比
例
代
表
は
２
回
目
投
票

「名
前
」か
「改
革
」と
お
書
き
下
さ
い
′欧含店罹営

たなかだtヽすけ
1食′↑上程営

出hこ 朝倉蒔注幸山まことあらし

輔改
革

■

呻

女子力で

「どちそうさ虫」

を世界に !

原兇ゼロで

再生可能
エネルギー社会
を実
=見

!

少子化討策の

最終兵器

生き辛い社会を
コウツウ改革

表現の自由を今り、
児童餐儀・博がい者
政策推進

私も候補者
なんです

社会的弱者に

もつと政治の

暖かい光を

消費増税再延期だけでは不十分 日本のここう
日本,,ここうに大切に,`党

成長増略、若者応援、宅後不安を解消する新発想が「日本のこころJにはあります!

払う消費税から、貯める消費税へ。
景気回復の新発想1消費税マイレージ制度

服行機に乗るとマイルが貯まるように、
消費税を払うとマイルが貯まつて、65粛を超えた時に
遥付される制度を私たちの党は提案しています。

今年3月の蓼臨院予諄雲員会て、安情RI理からこの制〕耳に対して、

消費を活樹 ヒするための建muナょ提案であるとE甲価を受けました。

(L称 r日本」)

し

―,没財覇に子を,1すない
次世代にツクを強さない

る

嵐環0山 は WE日 て
B■0こころ 園

日本のこころ代表

中山恭子

中

上ヒlテ」イt表
保↑市者

新発想「消費税マイレージ制度」の導入で、実質的な減税を

アベ政治の暴走  る 政治を
市民にとりもとす

福島みずほ

平和と共生と

安心のくにづくり

よしだ

吉田ただとも
・B博原発社会をめざします

。TPP多カロに断回反対

・消費税率の引き上げNO

・憲法活かし「戦争し′よい回Jヘ

・時協今すぐ1000円以上に

・返さなくてt,いい翼学金を

・辺野古の新巫地建設反対

平オ11壼法と戦悛70“ に`わたる半れI四家としての歩みを増すことは麟して締せよ

せん,社民党は町
′れ1患泄をいかし、

'Flllで
人,1らしく半らせるよ食′をめざします。

露継 銚を告驚芝余々学
浄lと
 撃瑠雲疑量
を世「ち、蓼糀ヱる社会へ

Ξ
高
,

し
い
の

陛t

よ
し
き

呂守

葵
`次
と

0の専嵐進翫え
ダマス改泊に終止常を

ま

ぞ
ち

猪i比例区は
http:〃w― S.sdF・ Or.】 p′ 養講紹識雷尉予 舘留筆筆r・  招以謡辟お髄い震r鴨‖mセン‐い口卿 辞Ⅲ

めてす.
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すよして頂く

音法泰
一つすつ

皆様には

りヽ

な し(晴称)

▼

持
政
党
な

し

□

党

△
　

党 党

「支持政党なし」の正直な民意を数字でまそう!

Iナ

に行し

比伊世代表 I:〕i

佐 野 秀 光 謡 羅

つ

日本大学卒,「日▲初への腕懺〕りを杜Blに、大学ρ年(20と)の
的に(構 )情慨色雷ネットワーク霞す.2000年より功大来Jの
法構爵より貿く口,Jに旦巳備硼t隠魔できる「遺E用ロロ偏」
コ典を口開中.⊇010年 フ月より女ヽ 政党をし代表、

本康昭子独締 報男〕鍔閉払

比例l盟名層鳳H●3

情政党″よし
あなた

国民と進視

中］

ものづくりt,とづくり
くにづくり.

比例代表は,「候補者名」または「民進党」と

お書きください。
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この題Hヽ公望ti、 名イ守屈出1茂乾年から!燿出された賦郎を そのまま客A製収によつて印刷したものです。 神奈川県11:市 笠理笙ヽ,1套 (嶺浜市lWI Hホ大通1,
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参議院 (上ヒ例代表選出)議員選挙選挙公報
,II 選 挙 管 H!

工0道を。力強く←前へ。
政権奪還から3年半。私たち白民党は、経済を最優先に取り組んできました。

雇用は110万人増加し、企業収益は中小企業も含め過去最高となり、今世紀最も高い水準の賃上げを3年連続で実現しました。

また史上初めて、有効求人倍率がすべての都道府県で1倍を超えました。全国の求職者誰にでも仕事先がある状況です。

アベノミクスは、まだ道半ばではありますが、確実に「結果Jを生み出しています。

これからもアペノミクスのエンジンをフル回転することで、デフレからの脱出速度をさらに加速させます。

先日、オパマ大統領による被爆地・広島筋間が実現しました。平和安全法制の成立により、日米同盟の絆は一唐深まつています。

「前進力】、後退か。」日本をあの混迷の時代に、後戻りさせるわけにはいきません。

私たちの子や孫の世代に、平和で豊かな日本を引き渡すため、この道を、力強く、前へ進んで行こうではありませんか。

<自由民主党公認 比例代表候補者>

匂働民と,た絶教
峯 烙孝ユ

歳

一

比伊1代表は、自民党比例候補者名または自民党とぉ薔きください。

と く しげ 雅 之
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により、国啜■4を ウードす0おれを
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し世罪1穴 F
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山 宏たかがい恵美子
BH■ lや RA臓 とt夕宅IttE― 人0とりわl.豪 しく 田ひに
重々とB',す る杜舎Jづくり々目煮して

'り

をFす′

政治は国民のもの

自鳳真
WWW.BEmln.Jp

こ(「)連半公‖lは 、々 ,,属川,政党毎から狙‖1さ 1したH,幅を そのよ主γ決襲版によつて日I刷 じ′_も ので〕、 Ⅲ奈川琳,日

“

戦雇なヽR4(納」ミ市中区llム大鶏 1)
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参議院 (lヒ例代表選出)議員選挙選挙公報
Ⅲll余 川 県 選 渉 委 11会

殺 黎

“

t 7鶏 10期 (翻 )1段 療難麹i等 7鉾 秘箸 8錦 該
″
ζ

=,参
 躊撥黍サイ1槃,4崩 鈍
投球r,t,羽t(・ぅす tI丼色 lti、 仏船イ↑長ムf′♯氏 7ィを,選 入して毅 |ザ■ liす _

'チ 参議 比例代表越陰説 選摯
投黎
'tt心

rヽ il〔 色 )十 t, う差純ii埓 権宇Ⅲイti五11災さ言体た事有甜i tt t入 ウ),ti`ヶ をおI入 して常班守:む ユ■ゥ
ただと/々 艦帥デイの氏みに rt rk.・]は雛烙亀静をLおけまilた ,資・此1学の後本々(荒は賂角1を とう li盛大してワイケ!(
サることもでき家すネ

i費 与fそ 1舘こ予 サ費iす(",(こ を
'そ

ナな,り声ヱ、 瑯 |そ れギ4饒ぷX淳ま千年1:え :拷ザfを ,T傘磐,,し くたこ挙 ■ヽ.

∝ (“応大名省教授・憲法単剖 せ つ

懲国民怒りの恵州
99°/oの普通の人々 が
共に生きられる社会へ!

小林節とはこんな人

円より子6o歳) 橋本べんo2t) 渡辺良弘(m歳) 杉本志乃148虚) 吉田あき子(45歳
' 
あらき大樹145歳 ) 大西サチエ143虚)立川みつあきo9た)平 野道子o7置 )

0問い合わせ先/「国民態りの声」事務局 http:〃kokumln_no・ koe com/ 東京榔造区所福2引 6¬ 704B TEL03SS10‐9020 FAX03増 S02引 661

1%の富裕層の代弁者アベ政治にNO!

NO!(反対)     YES,(実現)
メ背アヘの介入け自由な言論報道の回復
消資税再増税けまず行財政のムダをなくす
辺野古斬塁地建設ゆ中止しアメリカと再交渉 !

原発の再稼働
戦争法と関連碑
憲法改悪

、雇用Ⅲ福祉の充実
ンドの発信

TPPへの参加◆
→

→

◆

「国民怒りの声」7つの基本政策

小林節 」

,

■
■
■

愛してるから←黙つてられない。

新しい選択。

幸福実現党
圧1)artttp熙 脚蹴μ'印

::

田
釈

量
子属ぢ誌綿 直し霞器翻藤由を前な

マイナン′〈―の見直しをr   誇れる日本を了

回防強化
平和を守り被きたいから、
しっかり回腕

'

減税
すぐに景気を決くしたいから、
消費税を5。/。に♂

ふ く

1略称)幸福例 は

とお書きくださし

との鷺十公報は 4伸九1川 1故党やから1腱川Iさ れたMЫを、そのよよTた鋭げによつてn】尊1し たIのです。 11奈川県運 4常 nお員会 (慣嵌市中■11米大地 1)
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参議院 (lヒ例代表選出)議員選挙選挙公報
刊 : ,1 委 員 会

古い政治を壊魂新しい政治を創る。
今の政治 tま金や権力と疵着ずる政治家天回 I

と同防期に 月100万円の
ポケットマネー

(使逮公開されない文書通信交!む費)

大企業り`ち攻殆友への

献金:1
年25億円以上!

日f額約
ン日夕0年 ,〕領ni

I

消費税増税を先送りした今だからこそ、政治家が身を切り財源を生み出す。

納税者が納得のいく改革を、全国へ ! 代護松丼―郎

団体献金の
受け取りを禁止 !恒久的に30%削減 !

会議員の報酬を
領収督公開を義務化!

比例代表候補者

ギ
ブ

宙同
ほ胴

う
さ
み
孝
二

鈴
木
の
ぞ
む

い
Ｌ
卜
み
習
〕
鈴
木
一】う
じ

渡
辺
よ
Ｌ
み

石
井
あ
き
ら

島
さ
と
し

あ
ら
と
英
夫

さ
か
い
良
和

】二
宅

博

片
］
二
の
立
げ
串
田

誠

一　
ヒ
グ
チ
俊

一

身を切る改革、維新だからできる。

あ・おされ`

比例代表は「維奉汗」または、候補者名をお書きください。

政
治
と
は
、

生
活
で
あ
る
。地 J賊が主役の社会を実現します !

すえつく

′、上ネ

子育て。教育

生活の党と
山本六a旧となかまたち

く く医歯 ><子百て>
目指す ●国民営保険の堅持と窓口負担の軽瀬

0地珂 堡清′看性化の交付金を実現
く肩用>く輔 >

●高校授業料無償化の堅持

0愉付型奨学金 ,l度の創設

●月額2万6千円の子ども手当実現
0保育固侍機児童ゼロ

●非正規労働者の正規労働者化
0地方分権で地方の層用割出

●わかりやすい年金制度ヘー元化
●ベーシックインカム制度の導入

この遡早公IRは  名博瑠,HT〔 兌等からにHlさ れた康出を、その
=ま
VttH舷 によつてη〕川したものです. 神奈川ntu子情I甲頻

'1会

(横浜市中ば日本大通 1)
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参議院 (比例代表選出)議員選挙選挙公報
赳 挙 管 理

希望が、
ゆきわたる国へ。
「安定」の自公か「混乱」の民共か一―を選択する選挙です
今日の参院選は、白民、公l)l西党による「安定」政権の増

`競

で取嫌を前遺させるか、政策もめざす社会像もまるで違う、

民進、共産勢力による「淀乱」の政治に陥るか、今↑″の日本の字I路を岡うどヒ要な選挙です。

白公再党による3年 '卜の安定rえ構のもと軽済再生を造め、税収増や層イトH金の改善を英炭しました。

公 Jl党は、この歩みに力強さを増し、アクレ脱却をやり選げるとともに、その失職を目のすみずみまでhhけていきます。

・人ひとりが輝き活難できる社会の実現に向け、「成長と分配のダ1術猟」を強力に進めていきます。

成長職聴や個人消費の喚起策を実行し、さらなる車計の収入アツプを実理しよす。

よ工やま悟中 現 景沢 ひろあき現
元農|ヽ水聴大

“

蹴う甘.多Pぷ Rl静k    参院災留対策特別套員′て,
北

“

述大学人イト臣士尉堅単と
'舜
く愕。6f)盛  参院誤員I畑、京洋大学卒,57繊 .

“地方a叫 1lE"で米来を創る。 庶民とともに行く。
実現力の男。

長時間労働を館らし、有守宮休瑕や育児介腰休業の取得を推邁するなど.働き方・休み方改革を断行します。
●時‖1外労働の上贖規制の尊人                  ●姫

'寺

側】l務やテレワークの∫陸建

0保育所、放課後児童クラプの待狼りと立七J口の推進          ●「阜餅寸■
'X4″
金 )の早

"Ⅲ

央く,■,気刊子奨
′子金を拡大

0肌光、文化、R業など地I瑣の魅力を活かした猟1方創生を推た
0下甜けいしめを許さないぅやる気のある中小た来を応損

●保宮や弁護従可晴の資金引きに1スキャリアアップ!覚捜

●低
`F金
の方 へ々のf年金生活者支擾愉f↓金Jの早期突現

0狩1任資締k lllllll町 (↑ I付加年1半LJ)へのり1上 !ス I司一労働側―

'ミ

金の案Tと

01こ結の夕了術報を確実にするため、総合的かつ)、 l‖な|セ済封棄を英11

●無年金対策として、年金受常に必要な崩1人期l llを25年から】0年に

0がん川備、伸綱対薫、認知件すl策などの推進

消費税引き上,担綱でも,保育・介置の受け皿鉄 や人材の種保など、財Ht確保し社会保障を増実に莉追させます

浜田 まきよじ現
nl使興劇大

“

.参院素員2用 .
京都大学卒.50戴。

あなたの卜Ч、活かす力r

谷 あ い 正 用 現

党政格調査会削会長t蓼院議員2期。
*吊大学大学院修t課秘体∴43駐

人 lluを守 る。 時代 を開 く

聴野 せいし新
医学輝■,Iな伊J。 党「」際局次長.
愛伊大学大学院博士熙巴修ヱ61波 .

未来を診る。希望をひらく。

あ き の 公 遣 現

党

'脳
え黛待譲側缶長,金院麒諷 llVl.

長埼大学大学院修子マ10触。

けJHの『槌摩エッポヵを造る。

,t喜に強い田づくりをめざし、防災。滅災ニューデイ中ルを着察に操とします。
●平胞 81FR本地煎、策日本大観災からの復IH・複Щ         ●被災との方々

'】

輿心でどるlムまいの障係と生活幕建支援
')れ
I速

OX'ヽや橘などの長好命化守の

'''(た

進め、lⅢl内 Vt狸や屈川をれ,出   0地域防災力の向上と、V〕災拠点の整惰

ふふ ヽヽ 小 さな声 を、聴 く力。〃 ●゙●′

公りJ党は、傘院選比例区に_L記の6人をはいう1ク人を′ム`祀しています。(颯ヽ
"】

力強い経済成長を一地方へ。中小企業へ、家計ヘ

若者・女性が活躍できる希望社会ヘ

社会保障を着実に前達

安全・安心な回づくリヘ 防災・減災対策を

比例区の投票用紙には、公明党の候補者名または公明党と、お書き下さい。

投 票 H 7月 10自 (目 ) 投票時聞 午前7時から午後8時まで
Φ 参議院神奈川県選出議員選挙
投撃サIJ紙 (う すいⅢl亀 )に、候補常1人の氏名を記入して投ぷ しますラ

③ 参議院比例代表選出議員選挙
1費票用紙

`|II色

)に、怯椰青名紳に記載された伏れ

'杵

1人の氏
′
rlを i:己 入して投票します 9

ただし、候れ,狩の氏名に代えて依杓,格名簿を
'1出

す出た政党等の第称又は略弥を1つ記入して投票
することもできますし

投解 !― Fに、投票所に行けない方は、期 H In繊丼r又は不在普投率をご利,IIく ださい6

この超

"t公

報は、″1鶯局日

`茂

党$か r,世 thさ れた状悩を そのまま写真W故によつて「イ〕川したものて,コ  榊奈川l屎 ,HⅢ毎距後fl全 (横 VそlFttEWホ大馬】Ⅲ
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